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STEP１-１ 基本情報
組合コード 57217
組合名称 愛知県信用金庫健康保険組合
形態 総合
業種 金融業、保険業

令和3年度 令和4年度 令和5年度
被保険者数
* 平均年齢は
特例退職被保
険者を除く

11,380名
男性57.9%

（平均年齢44.5歳）*
女性42%

（平均年齢36.3歳）*

11,300名
男性56.9%

（平均年齢44.5歳）*
女性43.1%

（平均年齢36.2歳）*

-名
男性-%

（平均年齢-歳）*
女性-%

（平均年齢-歳）*
特例退職被保険
者数

0名 0名 -名

加入者数 20,662名 20,212名 -名
適用事業所数 36ヵ所 36ヵ所 -ヵ所
対象となる拠点
数

36ヵ所 36ヵ所 -ヵ所

保険料率
*調整を含む

96‰ 96‰ -‰

健康保険組合と事業主側の医療専門職
令和3年度 令和4年度 令和5年度
常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人)

健保組合 顧問医 0 0 0 0 - -
保健師等 2 0 3 0 - -

事業主 産業医 0 16 0 16 - -
保健師等 0 1 0 1 - -

第2期における基礎数値
（平成28年度の実績値）

特定健康診査実施率
(特定健康診査実施者数÷
特定健康診査対象者数)

全体 7,665 ∕ 8,824 ＝ 86.9 ％
被保険者 5,923 ∕ 6,052 ＝ 97.9 ％
被扶養者 1,742 ∕ 2,772 ＝ 62.8 ％

特定保健指導実施率
(特定保健指導実施者数÷
特定保健指導対象者数)

全体 529 ∕ 1,061 ＝ 49.9 ％
被保険者 503 ∕ 937 ＝ 53.7 ％
被扶養者 26 ∕ 124 ＝ 21.0 ％

令和3年度 令和4年度 令和5年度
予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人
当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円）

保健事業費

特定健康診査事業費 60,307 5,299 59,082 5,228 - -
特定保健指導事業費 16,265 1,429 16,167 1,431 - -
保健指導宣伝費 43,549 3,827 43,923 3,887 - -
疾病予防費 311,247 27,350 310,403 27,469 - -
体育奨励費 6,239 548 6,239 552 - -
直営保養所費 0 0 0 0 - -
その他 0 0 1 0 - -
　
小計　…a 437,607 38,454 435,815 38,568 0 -
経常支出合計　…b 6,201,668 544,962 5,746,987 508,583 - -
a/b×100 （%） 7.06 7.58 -
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令和3年度 令和4年度

令和5年度
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男性（被保険者）
令和3年度 令和4年度 令和5年度
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 8人 10〜14 0人 15〜19 9人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 352人 25〜29 693人 20〜24 345人 25〜29 611人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 537人 35〜39 664人 30〜34 500人 35〜39 677人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 544人 45〜49 1,051

人 40〜44 499人 45〜49 931人 40〜44 -人 45〜49 -人

50〜54 970人 55〜59 767人 50〜54 1,025
人 55〜59 732人 50〜54 -人 55〜59 -人

60〜64 647人 65〜69 237人 60〜64 678人 65〜69 255人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 25人 70〜74 26人 70〜74 -人

女性（被保険者）
令和3年度 令和4年度 令和5年度
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 80人 10〜14 0人 15〜19 63人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 713人 25〜29 936人 20〜24 619人 25〜29 895人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 609人 35〜39 573人 30〜34 571人 35〜39 626人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 392人 45〜49 481人 40〜44 372人 45〜49 454人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 442人 55〜59 311人 50〜54 478人 55〜59 337人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 147人 65〜69 9人 60〜64 155人 65〜69 21人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 1人 70〜74 1人 70〜74 -人

男性（被扶養者）
令和3年度 令和4年度 令和5年度
0〜4 537人 5〜9 606人 0〜4 505人 5〜9 571人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 647人 15〜19 724人 10〜14 637人 15〜19 693人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 427人 25〜29 30人 20〜24 434人 25〜29 31人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 10人 35〜39 5人 30〜34 8人 35〜39 6人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 1人 45〜49 1人 40〜44 1人 45〜49 2人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 3人 55〜59 2人 50〜54 3人 55〜59 1人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 0人 65〜69 0人 60〜64 2人 65〜69 0人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 5人 70〜74 4人 70〜74 -人

女性（被扶養者）
令和3年度 令和4年度 令和5年度
0〜4 516人 5〜9 562人 0〜4 470人 5〜9 538人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 657人 15〜19 702人 10〜14 617人 15〜19 699人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 381人 25〜29 76人 20〜24 388人 25〜29 61人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 184人 35〜39 306人 30〜34 166人 35〜39 291人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 422人 45〜49 623人 40〜44 363人 45〜49 562人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 560人 55〜59 422人 50〜54 573人 55〜59 429人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 287人 65〜69 70人 60〜64 276人 65〜69 78人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 30人 70〜74 30人 70〜74 -人

基本情報から見える特徴
・被保検者は男性の比率が61.2%と高い。
・年代別被保険者数では、男性被保険者は40歳代が27.6%、女性被保険者は20歳代が38.5%を占める。
・特定健康診査受診率および特定保健指導受診率は、いずれも全健保組合平均よりも高い。
・全健保組合平均と比べ疾病予防費の1人あたり金額が高い。
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STEP１-２ 保健事業の実施状況
保健事業の整理から見える特徴
事業主との更なる連携強化を図り、加入者の健康保持増進に努めていくことが重要でである。

事業の一覧
職場環境の整備
加入者への意識づけ
個別の事業
　特定健康診査事業 　特定健康診査（被保険者）
　特定健康診査事業 　特定健康診査（被扶養者）
　特定保健指導事業 　特定保健指導（被保険者）
　特定保健指導事業 　特定保健指導（被扶養者）
　保健指導宣伝 　機関誌およびすこやかファミリーの配布
　保健指導宣伝 　育児指導用月刊誌「赤ちゃんとママ」の配布
　保健指導宣伝 　健康管理推進委員会
　保健指導宣伝 　愛信健康管理委員の集い
　保健指導宣伝 　健康管理セミナー
　保健指導宣伝 　事務担当者打ち合わせ会
　保健指導宣伝 　新入職員健康教育
　保健指導宣伝 　ジェネリック医薬品使用促進通知
　保健指導宣伝 　医療費通知
　保健指導宣伝 　受診行動適正化指導
　疾病予防 　定期健診
　疾病予防 　短期人間ドック
　疾病予防 　任継・家族健診補助金
　疾病予防 　婦人科検診補助金
　疾病予防 　がん検診補助金
　疾病予防 　歯科健診
　疾病予防 　インフルエンザ予防接種補助金
　疾病予防 　こころとからだの健康相談
　疾病予防 　健康相談
　疾病予防 　専任医師面接
　疾病予防 　糖尿病重症化予防事業（スマート・ライフ・ステイ）
　疾病予防 　二次検査受診勧奨
　体育奨励 　健康づくりセミナー一般コース
　体育奨励 　健康づくりセミナー生活改善特別コース
　体育奨励 　健康ウォーク
　体育奨励 　野球大会
　体育奨励 　卓球大会
　体育奨励 　ソフトテニス大会
事業主の取組
　1 　健康管理の推進
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。
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職場環境の整備
加入者への意識づけ
個別の事業
特
定
健
康
診
査
事
業

3 特定健康診査
（被保険者）

【目的】疾病の早期発見など生活習慣病の予防および改善
　　　　　　　
【概要】事業主が行う定期健診または人間ドックと併せて
共同実施

被保険者 全て 男女
40
〜
74

全員 44,335
受診者数 　　　　　　　　　　　　　
　
6,256名

事業主がおこなう法定健診と併せ、協
力して実施できた。 - 5

3 特定健康診査
（被扶養者）

【目的】疾病の早期発見など生活習慣病の予防および改善
【概要】人間ドック契約機関および家族健診契約機関で実
施

被扶養者 全て 男女
40
〜
74

全員 12,619 受診者数
1,826名

事業所経由で案内書を送付。未受診者
へは10月に受診勧奨を実施。人間ドッ
ク受診の推進および他健保と共同実施
の巡回健診に参加したことより受診者
増加

未受診理由の把握や利便性・経済性の
向上 3

特
定
保
健
指
導
事
業

4 特定保健指導
（被保険者）

【目的】生活習慣の改善を図り、将来医療費を抑える
【概要】39歳以上の該当者を対象に外部委託で実施 被保険者 全て 男女

39
〜
74

基準該
当者 8,369

（初回支援の状況）
動機づけ支援252名（76.4％）
積極的支援276名（74.2％）

事業所経由で案内書を送付。事業主の
理解のもと参加率がよい。

過去に受講したからという理由による
不参加者が増加している。また、複数
回受講者群は初参加者群と比べ、改善
率（体重、腹囲等）が低調である。

4

4 特定保健指導
（被扶養者）

【目的】生活習慣病の改善を図り、将来医療費を抑える
【概要】人間ドック受診者の該当者を対象に外部委託で実
施

被扶養者 全て 男女
40
〜
74

基準該
当者 284

（初回支援の状況）
動機づけ支援24名
積極的支援2名

委託先の拡大を図った。 実施率が低調である。 3

保
健
指
導
宣
伝

2
機関誌および
すこやかファ
ミリーの配布

【目的】情報発信や組合事業の周知
【概要】年6回　自宅へ送付 被保険者 全て 男女

-
〜
74

全員 21,398 年6回、奇数月に発行
すこやかファミリーと併せて自宅へ送
付することにより、事業所の負担軽減
を図る

タイムリーな記事の掲載が必要 4

8
育児指導用月
刊誌「赤ちゃ
んとママ」の
配布

【目的】育児のサポート
【概要】第1子を扶養する被保険者に１年間配布 被保険者 全て 男女

-
〜
74

基準該
当者 638 配布者数

176名 - 平成29年度をもって事業廃止。 4

1 健康管理推進
委員会

【目的】組合事業の周知および検討
【概要】年4回開催 被保険者 全て 男女

-
〜
-

- 280 年４回開催
（5月、8月、11月、1月） 円滑に実施されている - 5

5 愛信健康管理
委員の集い

【目的】健康管理についての知識を深める
【概要】各金庫部課店の健康管理委員を対象。講師を招き
年1回開催

被保険者 全て 男女
-

〜
-

- 214
出席者567名
演題「養生訓」に学ぶ病気にならない
生き方
講師　下方　浩史先生

事業主の協力を得られ円滑に実施 - 5

5 健康管理セミ
ナー

【目的】健康管理についての知識を深める
【概要】愛知県信用金庫協会の勉強会において、講師を招
き年１回開催

被保険者 全て 男女
-

〜
-

- 111
出席者25名
演題「養生訓」に学ぶ病気にならない
生き方
講師　下方　浩史先生

愛知県信用金庫協会と共催し円滑に実
施 - 5

8 事務担当者打
ち合わせ会

【目的】組合事業の周知、情報交換
【概要】年２回開催 被保険者 全て 男女

-
〜
-

- 132 年２回（６月、１０月）開催 円滑に実施されている - 5

5 新入職員健康
教育

【目的】健保制度や健康管理に関する情報の提供
【概要】事業主から委託を受け保健師を派遣 被保険者 全て 男女

-
〜
-

全員 740 受講者　
16事業所　645名 事業主の協力を得られ円滑に実施 - 5

8
ジェネリック
医薬品使用促
進通知

【目的】医療費の抑制を図る
【概要】年2回通知

被保険者
被扶養者 全て 男女

-
〜
74

基準該
当者 1,279

削減効果額を設定し年２回通知　
8月1,534通
1月2,664通

ジェネリック処方率の上昇 - 4

予
算
科
目

注1)
事業
分類

事業名 事業の目的および概要
対象者

事業費
(千円)

振り返り
注2)
評価資格 対象

事業所 性別 年
齢 対象者 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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8 医療費通知 【目的】医療費に関する認識の向上
【概要】医療費のお知らせを毎月通知

被保険者
被扶養者 全て 男女

-
〜
74

全員 1,626 毎月通知　年間86,927通
平成３０年度よりウェブサイトで閲覧
を開始し、事業所職員の手間を軽減す
る。

- 4

2 受診行動適正
化指導

【目的】重複・頻回受診者数、重複服薬者数の減少
【概要】レセプトから医療機関への過度な受診が確認でき
る対象者を特定し、文書等により指導する。

被保険者
被扶養者 全て 男女

-
〜
74

基準該
当者 0

（医科）重複・頻回受診対象者はがん
関連・メンタル関連のみであり指導は
実施せず。
（歯科）重複受診対象者141名に通知指
導実施

事業所経由で指導文書を送付。 - 3

疾
病
予
防

3 定期健診
【目的】安衛法に基づく健診
【概要】巡回健診を事業主と共同実施 被保険者 全て 男女

-
〜
74

全員 39,967 受診者数
6,089名（97.1％） 事業主と協働し円滑に実施 - 5

3 短期人間ドッ
ク

【目的】安衛法に基づく健診を含む
【概要】費用の一部補助

被保険者
被扶養者 全て 男女

35
〜
74 全員 180,639

受診者数　
被保険者5,734名（75.6％）
被扶養配偶者1,544名（48.1％）

パンフレット（申込書）を作成し、事
業主経由で配付。平成26年度より個人
負担の軽減、契約機関を拡充し年々受
診者が増加している。

被扶養配偶者の受診率の向上 4

3 任継・家族健
診補助金

【目的】受診率向上
【概要】契約機関で実施、費用の全額または一部補助

被保険者
被扶養者 全て 男女

35
〜
74

全員 5,026
補助金請求件数
任継健診1件（0.7％）
家族健診315件（9.8％）
共同巡回健診217名（6.8％）

事業所経由で案内書を送付。未受診者
へは10月に受診勧奨を実施した。また
他健保と共同実施の巡回健診に参加し
たことより受診者が増加した。

未受診理由の把握や利便性・経済性の
向上 3

3 婦人科検診補
助金

【目的】受診率向上
【概要】定期健診受診者に婦人科検診にかかる費用の全額
または一部を補助

被保険者 全て 女性
35
〜
74 全員 88 補助金請求件数

24件（7％）
事業所経由で案内書を送付。未受診者
へは10月に受診勧奨を実施 受診率低調。工夫・対策が必要 3

3 がん検診補助
金

【目的】がん検診の促進
【概要】パート先等の特定健診受診者に対して、各種がん
検診にかかる費用の全額または一部を補助

被扶養者 全て 男女
35
〜
74

全員 44 補助金請求件数
13件 がん検診の促進を図る 請求件数が低調。周知不足が要因か 3

3 歯科健診 【目的】齲蝕予防や口腔ケアの推進
【概要】事業所巡回による健診 被保険者 全て 男女

-
〜
74

全員 16,216 受診者数
7,150名（60.2％） 事業主と協働し円滑に実施 平成30年度の健診より要治療者に受診

勧奨を開始。 3

3
インフルエン
ザ予防接種補
助金

【目的】罹患、重症化予防を図る
【概要】費用の一部補助

被保険者
被扶養者 全て 男女

0
〜
74

全員 20,156
接種者数　
被保険者　8,055名（66.1％）
被扶養者　2,053名（43.2％）

平成25年度より配偶者に限定せず、被
扶養者1名に変更し、接種者増加 - 5

6 こころとから
だの健康相談

【目的】悩みの解決や心身の安定を図る
【概要】健康や生活に関する相談所を開設（24Ｈ電話相談
）

被保険者
被扶養者 全て 男女

0
〜
74

全員 3,012
①電話健康相談　594件
②メンタルヘルスカウンセリング
　　電話178件　　面接9件

機関誌に毎回掲載し周知を図る - 4

4,6 健康相談
【目的】生活習慣や健康管理についての助言、指導
【概要】健診結果から保健師のアドバイスが必要と思われ
る方を対象

被保険者 全て 男女
-

〜
74

基準該
当者 2,172 健康相談実施者数

1,160名 事業主の協力を得られ円滑に実施
実施時期が重なり保健師の手配が難し
い面がある。年間を通して実施できる
体制が必要

5

4,6 専任医師面接
【目的】生活習慣や健康管理についての助言、指導
【概要】健診結果から医師のアドバイスが必要と思われる
方を対象

被保険者 全て 男女
-

〜
74

基準該
当者 3,600 面接実施者数

205名
事業主の協力を得られ円滑に実施。事
業所経由で面接未実施者へ勧奨

昨年も受けたから、遠方だからなどの
理由で辞退する方が増えている。 5

4
糖尿病重症化
予防事業（ス
マート・ライ
フ・ステイ）

【目的】加入者の糖尿病重症化予防
【概要】HｂA１ｃが高値の方を対象に宿泊型の保健指導を
実施し、６か月間の支援を行う。

被保険者 全て 男女
-

〜
74

基準該
当者 213 受講者

9名（2.9%)
平成28年度参加者の効果検証では効果
が見られたため、今後さらに受講者の
増加をめざす。

事業主からの呼びかけの必要性や一部
負担金がネックになっている可能性が
あるので検討が必要。

2

4 二次検査受診
勧奨

【目的】健診異常値を放置している対象者の医療機関受診
【概要】健診受診後、異常値があるにもかかわらず、医療
機関受診が確認できない対象者を特定し、通知書を送付す
る。

被保険者 全て 男女
-

〜
74

基準該
当者 181 勧奨件数

1168件
事業所経由で通知書を送付。受診をし
た場合は本人より二次検査結果報告を
提出

未受診者への対策 3

体
育
奨
励

5
健康づくりセ
ミナー一般コ
ース

【目的】体力づくりの重要性を再認識し、健康の保持増進
を図る
【概要】30・35・40歳で生活習慣病がなく、運動に支障が
ない方を対象

被保険者 全て 男女
30
〜
40

基準該
当者 2,066 受講者数

163名（30.2％） 事業所経由で案内書を送付。 生活習慣の改善率が低調 4

4
健康づくりセ
ミナー生活改
善特別コース

【目的】必要な知識を習得し、生活習慣の改善を図る
【概要】25・30・35歳で生活習慣病のリスクがある方を対
象

被保険者 全て 男女
25
〜
35

基準該
当者 563 受講者数

76名（91.6％）
事業所経由で案内書を送付。事業主の
協力により参加率がよい

生活習慣改善のため、受講後の継続し
た支援が必要か。 4

予
算
科
目

注1)
事業
分類

事業名 事業の目的および概要
対象者

事業費
(千円)

振り返り
注2)
評価資格 対象

事業所 性別 年
齢 対象者 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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8 健康ウォーク 【目的】運動習慣のきっかけづくり
【概要】年2回、愛知連合会主催のイベントに参加

被保険者
被扶養者 全て 男女

4
〜（

上
限
な
し）

全員 2,094
参加者数
春　597名
秋　259名

事業所経由で案内書を送付。事業主の
協力により、他健保と比較して参加者
が多い。

- 5

8 野球大会 【目的】健康の保持増進
【概要】愛知県信用金庫協会と共催し県大会を実施 被保険者 全て 男女

-
〜（

上
限
な
し）

全員 1,356 参加
15チーム

愛知県信用金庫協会と共催し円滑に実
施 - 5

8 卓球大会 【目的】健康の保持増進
【概要】愛知県信用金庫協会と共催し県大会を実施 被保険者 全て 男女

-
〜（

上
限
な
し）

全員 723
参加
団体戦　13チーム
個人戦　144名
ミックスダブルス　26組

愛知県信用金庫協会と共催し円滑に実
施 - 5

8 ソフトテニス
大会

【目的】健康の保持増進
【概要】愛知県信用金庫協会と共催し県大会を実施 被保険者 全て 男女

-
〜（

上
限
な
し）

全員 386
参加
団体戦　16チーム
個人戦　27チーム

愛知県信用金庫協会と共催し円滑に実
施 - 5

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．訪問指導  ８．その他
注２) １．39%以下  ２．40%以上  ３．60%以上  ４．80%以上  ５．100%

予
算
科
目

注1)
事業
分類

事業名 事業の目的および概要
対象者

事業費
(千円)

振り返り
注2)
評価資格 対象

事業所 性別 年
齢 対象者 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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事業主の取組

健康管理の推進 健保組合からの情報および受診勧奨、各種保健事業への参加を促す
。

被保険者
被扶養者 男女

-
〜（

上
限
な
し）

健保組合からの通知等に基づき、対象者に受診
や保健指導等への参加を促した。 事業主との協働により円滑に実施した。 - 有

事業名 事業の目的および概要
対象者 振り返り 共同

実施資格 性別 年
齢 実施状況・時期 成功・推進要因 課題及び阻害要因
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STEP１-３ 基本分析

登録済みファイル一覧
記号 ファイル画像 タイトル カテゴリ コメント
ア 健診受診状況 特定健診分析 -

イ 特定保健指導の実施率 特定保健指導分析 -

ウ 特定保健指導　流入出分析 特定保健指導分析 -

エ 生活習慣病分析　医療費比較 医療費・患者数分析 -

オ 生活習慣病分析　2型糖尿病 医療費・患者数分析 -

カ 生活習慣病分析　高血圧症 医療費・患者数分析 -

9



キ 生活習慣病分析　脂質異常症 医療費・患者数分析 -

ク 生活習慣病分析　2型糖尿病合併症 医療費・患者数分析 -

ケ 生活習慣病分析　虚血性心疾患 医療費・患者数分析 -

コ 生活習慣病分析　脳血管疾患 医療費・患者数分析 -

サ 重症化予防　治療放置群分析 健康リスク分析 -

シ 重症化予防　治療中断分析 健康リスク分析 -

ス 重症化予防　ＣＫＤステージマップ 健康リスク分析 -

10



セ 後発医薬品使用状況 後発医薬品分析 -

ソ 問診分析　喫煙 特定健診分析 -

タ 問診分析　運動習慣 特定健診分析 -

チ 問診分析　生活習慣改善意欲 特定健診分析 -

ツ 健診分析　４０歳未満健診分析 特定健診分析 -

テ 健診分析　４０歳未満健診分析 特定健診分析 -

ト 年代別加入者構成 加入者構成の分析 -
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ナ 年代別加入者構成割合 加入者構成の分析 -

ニ 総医療費 医療費・患者数分析 -

ヌ 年齢階層別の医療費構成割合 医療費・患者数分析 -

ネ レセプト種別毎の医療費構成割合 医療費・患者数分析 -

ノ 患者１人あたり医療費 医療費・患者数分析 -

ハ 医療費レンジ別患者数・医療費 医療費・患者数分析 -

ヒ ＩＣＤ10大分類別　医療費構成割合 医療費・患者数分析 -
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フ ＩＣＤ10大分類別　加入者1人あたり医療費 医療費・患者数分析 -

ヘ ＩＣＤ10大分類別　患者1人あたり医療費 医療費・患者数分析 -

ホ 疾病別医療費構成比 医療費・患者数分析 -

マ 歯科分析　総医療費 医療費・患者数分析 -

ミ 歯科分析　年齢階層別受診率 医療費・患者数分析 -

ム 健診分析　ＢＭＩ肥満度 特定健診分析 -

メ 健診分析　空腹時血糖 特定健診分析 -
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モ 健診分析　HbA1c 特定健診分析 -

ヤ 健診分析　収縮期血圧 特定健診分析 -

ユ 健診分析　拡張期血圧 特定健診分析 -

ヨ 健診分析　中性脂肪 特定健診分析 -

ラ 健診分析　ＨＤＬコレステロール 特定健診分析 -

リ 健診分析　ＬＤＬコレステロール 特定健診分析 -

ル 健診分析　メタボリックシンドローム判定 特定健診分析 -
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レ 健診分析　特定保健指導レベル 特定健診分析 -

ロ 健康課題マップ　リスク階層把握 健康リスク分析 -

ワ 健康課題マップ　階層別1人あたり医療費 健康リスク分析 -

ヲ 特定健診　未把握群のパターン分析 特定健診分析 -
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2016年度被扶養者の健診受診者は2,790人中1,753人で、健診受診率は62.8％
他健保の健診受診率48.5％に対して14.3ポイント高い

行動特性〈健診受診状況〉
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■年度：2015-2016年度
■属性：被保険者/被扶養者
■対象：40歳以上の各年度毎の継続加入者

2015年度受診率2015年度受診者数

2016年度受診率2016年度受診者数

2016年度他健保受診率

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

70-7460-6455-5950-5445-4940-44 65-69

被保険者 被扶養者

年齢・属性別健診受診状況
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被保険者
平成２６年 平成２７年 平成２８年

当組合 43.6% 53.5% 53.7%
他健保 18.5% 19.0%

被扶養者
平成２６年 平成２７年 平成２８年

当組合 16.0% 17.0% 21.0%
他健保 8.4% 8.8%

【特定保健指導の実施率】

特定保健指導実施率は他健保と比較すると高いが被保険者に対して被扶養者の受診率は低い
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2015年度対象者935人から2016年度932人とほぼ変化なし
新たに指導対象者となった314人の内、295人(93.9％)は41歳以上の悪化である

特定保健指導〈流入出分析〉 ■対象者：被保険者(期間中1回でも在籍した人)
■特定保健指導対象者：積極的支援、動機付け支援

特定保健指導対象者 流入出状況
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疾病別では、高血圧症の医療費が最も高い
変化率では、虚血系心疾患が前年度比－28％であった

生活習慣病分析〈医療費比較〉
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81,596

虚血性心疾患2型糖尿病合併症

-212
(-1%)

高血圧症
（本態性）

医
療
費(

千
円)

+1,101
(+1%)

-8,955
(-26%)

脳血管疾患

21,546
26,060

34,172

+651
(+1%)

脂質異常症

80,495
86,149

-4,514
(-17%)

80,114

25,217

16,848

83,483

17,060

2型糖尿病

86,800

-3,369
(-4%)

2016年度2015年度

生活習慣病 疾病別医療費(経年比較)

■医療費抽出方法：PDM法で算出
■疑い傷病：含む
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生活習慣病分析〈2型糖尿病〉

0

50

100

150

200

250

300

350

0

10

20

30

40

50実
患
者
数(

人)

受
療
率(

％)

2015実患者数 2016他健保受療率

2016受療率

2015受療率

2016実患者数男性被保険者

女性被保険者

被扶養者

0

50

100

150

200

250

300

350

0

10

20

30

40

50

0-9 10-19 70-60-6950-5940-4930-3920-29

0

50

100

150

200

250

300

350

0

10

20

30

40

50

■ICD10コード：E11‐14
■疑い傷病：含まない
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生活習慣病分析〈高血圧症(本態性)〉
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■ICD10コード：I10
■疑い傷病：含まない
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生活習慣病分析〈脂質異常症〉
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■ICD10コード：E78
■疑い傷病：含まない
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生活習慣病分析〈2型糖尿病合併症〉
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■ICD10コード：E12/E110-E117/E130-E137/E140-E146
■疑い傷病：含まない
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生活習慣病分析〈虚血性心疾患〉

0

20

40

60

80

100

0

10

20

30

40

50実
患
者
数(

人)

受
療
率(

％)

2016受療率

2015実患者数

2016実患者数

2016他健保受療率2015受療率

男性被保険者

女性被保険者

被扶養者

0

20

40

60

80

100

0

10

20

30

40

50

0-9 60-6940-49 70-50-5930-3920-2910-19

0

20

40

60

80

100

0

10

20

30

40

50

■ICD10コード：I20-I25 
■疑い傷病：含まない
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生活習慣病分析〈脳血管疾患〉
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■ICD10コード：I60-I69  
■疑い傷病：含まない
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該当者1,880人の内、70人が高リスク者である

重症化予防〈治療放置群分析〉

リスク層別
治療放置状況分析

低 中 高

空腹時血糖：
126㎎/dl以上又は
HbA1c6.5％以上

血圧：
90又は140㎜Hg以上

中性脂肪：
300㎎/dl以上
又はLDL：140以上
又はHDL：35未満

空腹時血糖：
140㎎/dl以上又は
HbA1c7.0％以上

血圧：
100又は160㎜Hg以上

中性脂肪：
400㎎/dl以上
又はLDL：160以上
又はHDL：30未満

空腹時血糖：
150㎎/dl以上又は
HbA1c8.0％以上

血圧：
110又は180㎜Hg以上

中性脂肪：
500㎎/dl以上
又はLDL：200以上
又はHDL：25未満

1 1147 491 46

2 91 79 16

3 1 1 8

健診値

(

血
糖
・
血
圧
・
脂
質)

有
所
見
数

■対象者：被保険者(継続加入者) ■分析期間：2016年度
■年齢：全て
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治療中断者146人の内、80人は健診値もアンコントロールである

重症化予防〈治療中断分析〉

対象者
追跡データ
生活習慣病レセプトor服薬情報
※疑い含まず

健診結果 人数

当年度
血圧・血糖・脂質
服薬処方あり

中断
アンコントロール 80

146 コントロール 64

※当年度1～3月に
生活習慣病での
通院実績なし

健診なし 2

通院
アンコントロール 675

1132 コントロール 425

※生活習慣病での
通院実績あり 健診なし 32

■アンコントロール：下記いずれかに該当
・血糖：空腹時126以上 or HbA1c6.5以上
・血圧：90以上 or 140以上
・脂質：中性脂肪：300以上 or LDL：140以上 or HDL：35未満

■コントロール：上記値に非該当
■健診なし：健診データなし(未受診)

■対象者：被保険者(継続加入者)
■分析期間：2016年度
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ハイリスク者91人（オレンジ・赤）の内、18人は未受診者である

重症化予防〈CKDステージマップ〉

CKD重症度分類と分布
・上段 該当者数
・下段 未受診者数

A1 A2 A3

合計
正常
-,±

尿蛋白
+

尿蛋白
++

正常 >90 G1
955 32 6 993

(715) (15) (4) (734)

正常または軽度低下 60～89 G2
4247 119 22 4388

(3090) (63) (5) (3158)

軽度～中等度低下 45～59 G3a
345 21 12 378

(158) (6) (3) (167)

中等度～高度低下 30～44 G3b
14 4 6 24

(0) (0) (0) (0)

高度低下 15～29 G4
1 1 1 3

(0) (0) (0) (0)

末期腎不全 <15 G5
0 2 3 5

(0) (0) (0) (0)

合計
5562 179 50 5791

(3963) (84) (12) (4059)

■対象者：被保険者(継続加入者) ■分析期間：2016年度
■未受診：腎疾患、糖尿病、高血圧症、高尿酸血症での未受診者
■疑い傷病：含む

尿蛋白

e

G

F

R
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2017年3月の数量割合は67.0％で、他健保と比べ0.4ポイント低い

行動特性〈後発医薬品使用状況〉
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-3.2%

64 9

割
合(

％)

21111
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後発医薬品 数量・薬剤費割合推移(他健保比較)

※厚労省基準

数量割合 薬剤費割合 他健保数量割合
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問診分析〈喫煙〉

33.1% 32.2% 35.8%

66.9% 67.8% 64.2%

7,304名

2016他健保

7,383名

2015年度 2016年度
0
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50

65-6940-44 50-54

喫
煙
割
合(

％)

60-64 70-7445-49 55-59

97.0% 97.3%
86.7%

13.3%
3.0%

4,192名 4,312名

2.7% 0

10

20

30

40

50

はい

いいえ

女性被保険者

2016年度2015年度 2016他健保

男性被保険者 構成比率(他健保比較) 年齢別 喫煙率(他健保比較)
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運動習慣なしの割合は、他健保と比べ約3ポイント高い

問診分析〈運動習慣〉

67.0% 67.2% 64.6%

33.0% 32.8% 35.4%

2016年度

7,381名

2016他健保2015年度

7,303名

0
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60

70

80

90

100該
当
割
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％)

60-64 65-6950-5445-4940-44 70-7455-59

80.8% 80.8%
69.8%

19.2% 19.2%
30.2%

4,312名4,192名

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

なし

あり

女性被保険者

2016他健保2015年度 2016年度

男性被保険者 構成比率(他健保比較) 年齢別 運動習慣なし(他健保比較)

■運動習慣：30分以上の運動習慣
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構成比率(他健保比較)

問診分析〈生活習慣改善意欲〉

0

10

20

30

40

50

60

70-7445-49 50-54

該
当
割
合(

％)

65-6960-6455-5940-44

24.6% 25.1% 23.5%

64.1% 62.5%
57.4%

11.4% 12.5%
19.1%

4,192名 4,311名

0

10

20

30

40

50

60

女性被保険者

2016年度2015年度 2016他健保

男性被保険者 年齢別 改善意志なし(他健保比較)

■運動や食生活等の生活習慣を改善してみようとおもいますか
取組済み ④既に改善に取り組んでいる(概ね6か月未満)、⑤既に改善に取り組んでいる(6か月以上)
意志あり ②改善するつもりである(概ね6か月以内

③近いうち(概ね1か月以内)改善するつもりであり、少しずつ始めている
意志なし ①改善するつもりはない

19.5% 19.3%
25.6%

58.1% 58.2% 48.5%

22.4% 22.5% 25.9%

7,381名7,303名

意志あり

意志なし

取組済み

女性被保険者の「意思なし」の割合が高い
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健診分析〈BMI肥満度〉※40歳未満
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健診分析〈空腹時血糖〉※40歳未満
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健診分析〈収縮期血圧〉※40歳未満
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健診分析〈拡張期血圧〉※40歳未満
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健診分析〈メタボリックシンドローム判定〉※40歳未満
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加入者特性〈年代別加入者構成〉

1,400 1,200 1,000 800 600 400 200 0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400

加入者数(人)
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65‐69
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0‐4

10‐14

女性被扶養者女性被保険者男性被保険者男性被扶養者

年
齢(

歳)

性年齢・属性別加入者構成図

■年度：2016年度
■属性：被保険者/被扶養者
■対象：期間内に一日でも在籍(加入)していた人数
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加入者特性〈2016年度 属性・年代別加入者構成割合〉
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20-30代女性被保険者の加入者割合が高い
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総医療費は前年比－23百万円
男性被保険者は－57百万円、女性被保険者は＋5百万円、被扶養者は＋30百万円

医療費分析〈総医療費〉
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■対象レセプト：
入院(DPC含む)・入院外・調剤・歯科
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医療費分析〈2016年度 年齢階層別の医療費構成割合〉
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男性被保険者の55-64歳の医療費割合が高い
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医療費分析〈レセプト種別毎の医療費構成割合〉
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加齢とともに患者一人当たり医療費が増加している

医療費分析〈患者ひとりあたり医療費〉
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患者数合計は減少しているが、
400万以上の高額患者が医療費合計を押し上げている

医療費分析〈医療費レンジ別患者数・医療費〉

年間医療費
レンジ

実患者数(人) 実患者数
増減

(2016‐2015)

医療費(百万円) 医療費
増減

(2016‐2015)2015年度 2016年度 2015年度 2016年度

-10万円未満 13,742 13,695 -47 589 593 4 

10-49万円 7,103 7,162 59 1,421 1,410 -11 

50-99万円 536 502 -34 359 343 -16 

100-199万円 185 155 -30 255 215 -40 

200-299万円 62 65 3 149 155 6 

300-399万円 34 31 -3 118 104 -14 

400-499万円 7 13 6 32 58 26 

500万円- 36 34 -2 261 283 23 

合計 21,705 21,657 -48 3,184 3,161 -23 

医療費レンジ 年度比較

-50 0 50

医療費増減

医療費(百万)
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疾病分析〈ICD10大分類別 医療費構成割合〉

0 2 4 6 8 10 12 14 16

N00-N99腎尿路生殖器系の疾患

S00-T98損傷，中毒
及びその他の外因の影響

M00-M99筋骨格系及び結合組織の疾患

H00-H59眼及び付属器の疾患

L00-L99皮膚及び皮下組織の疾患

C00-D48新生物

I00-I99循環器系の疾患

K00-K93消化器系の疾患

E00-E90内分泌，栄養及び代謝疾患

J00-J99呼吸器系の疾患

0 2 4 6 8 10 12 14 16 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0
2015年度 2016年度 増減(ポイント)

■医療費抽出方法：PDM法で算出
■疑い傷病：含む

医療費構成割合(％)上位10
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疾病分析〈ICD10大分類別 加入者ひとりあたり医療費〉 ■疑い傷病：含む

100 5 2015

N00-N99腎尿路生殖器系の疾患

M00-M99筋骨格系及び結合組織の疾患

S00-T98損傷，中毒
及びその他の外因の影響

C00-D48新生物

I00-I99循環器系の疾患

K00-K93消化器系の疾患

H00-H59眼及び付属器の疾患

L00-L99皮膚及び皮下組織の疾患

E00-E90内分泌，栄養及び代謝疾患

J00-J99呼吸器系の疾患

0 10 155 20 10-1

2015年度 2016年度 増減(千円)

加入者ひとりあたり医療費(千円)上位10
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疾病分析〈ICD10大分類別 患者ひとりあたり医療費〉 ■疑い傷病：含む

150100 200500 250

E00-E90内分泌，栄養及び代謝疾患

F00-F99精神及び行動の障害

C00-D48新生物

K00-K93消化器系の疾患

G00-G99神経系の疾患

Z00-Z99健康状態に影響を
及ぼす要因及び保健サービスの利用

I00-I99循環器系の疾患

Q00-Q99先天奇形，変形及び染色体異常

O00-O99妊娠，分娩及び産じょく＜褥＞

P00-P96周産期に発生した病態

2001500 50 100 0-10-30 -20 10 20 30

2015年度 2016年度 増減(千円)

患者ひとりあたり医療費(千円)上位10
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疾病別構成比でみると、生活習慣病は全医療費の14.8%を占める
他健保と比べ0.7ポイント低い

疾病分析〈疾病別医療費構成比〉

15.3% 14.7% 15.7%

6.0% 6.5% 6.9%

76.8% 77.1% 75.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2016年度

1.9%1.6%

2015年度

1.9%

2016年度他健保

生活習慣病

新生物

その他

メンタル疾患

■医療費抽出方法：PDM法で算出
■疑い診断：含む
■生活習慣病に含まれる傷病

E10-E14・E78・I10-I25・I30-I72
I74・K70・K72・K73・K76・N17-N19

■新生物：C00-D48
■メンタル疾患：F20-F39・F41
■その他：上記以外全て

疾患別医療費構成割合(他健保比較)
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歯科医療費は被扶養者5歳-14歳と55-64歳の男性被保険者が高い

歯科分析〈総医療費〉

50

0

30

10

40

20

35-39 65-6950-5440-4415-1910-14 60-6420-24 25-290-4 70-

医
療
費(

百
万
円)

45-49 55-5930-345-9

被扶養者 男性被保険者女性被保険者

年齢別医療費
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歯科分析〈2016年度 年齢階層別受療率〉
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年齢別受療率(他健保比較)

47



健診分析〈BMI肥満度〉

24.1% 24.3%
30.5%

70.7% 70.6%
65.9%

2015年度

7,303名
5.3%

2016年度

5.0%

2016他健保

3.7%

7,382名
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70-7465-6945-4940-44 60-6450-54 55-59

17.5%

66.5% 67.1%

67.8%

25.9% 25.0%
14.8%

7.8%7.6%

4,193名 4,312名

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

標準(18.5-24.9)

肥満(25++)

やせ(18.4--)

女性被保険者

2016年度 2016他健保2015年度

男性被保険者 構成比率(他健保比較) 年齢別 肥満率(他健保比較)
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健診分析〈空腹時血糖〉

26.0% 25.7%
27.7%

69.8% 70.4% 66.5%

5.8%

2016年度

4.0%

7,337名

2016他健保2015年度

7,249名

4.1% 0
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70-7465-6960-6455-5945-4940-44 50-54
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6.4%

4,167名 4,284名

1.8%0.7%0.7%
6.4%

0
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10
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35

40
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50

重症群(126++)

正常群(99--)

予備群(100-125)

女性被保険者

2016年度2015年度 2016他健保

男性被保険者 構成比率(他健保比較) 年齢別 重症群率(他健保比較)
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健診分析〈HbA1c〉

37.5% 39.8%
45.1%

58.2% 55.7%
48.5%

6.4%

2016他健保2016年度

7,382名
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4,191名
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予備群(5.5-6.4)
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男性被保険者 構成比率(他健保比較) 年齢別 重症群率(他健保比較)
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健診分析〈収縮期血圧〉

12.6%

13.2% 12.2%
17.7%

77.2% 78.0%
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健診分析〈拡張期血圧〉
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健診分析〈中性脂肪〉
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健診分析〈HDLコレステロール〉
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健診分析〈LDLコレステロール〉
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全年齢的にリスク者割合が健保平均を上回る
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健診分析〈メタボリックシンドローム判定〉
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健診分析〈特定保健指導レベル〉
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生活習慣病のリスク階層把握により1次予防～3次予防の対象群を特定
2次予防対象の「患者予備群、治療放置群」は1,442名存在

健康課題マップ〈リスク階層把握〉 ■対象者：被保険者(継続加入者)
■年齢：40歳～64歳

生活習慣病では未通院(未治療) 生活習慣病通院(治療)歴あり

未把握
(健診未受診)

正常
(健康群)

不健康
な生活

患者
予備群

治療
放置群

生活
習慣病

生活機能
の低下

重症化

65 969 1,483 939 503

1.1% 16.4% 25.1% 15.9% 8.5%

1,450 474 26

24.5% 8.0% 0.4%

2016年度 上段［該当者人数］ 下段［構成割合］

54 914 1,376 925 529

0.9% 15.9% 24.0% 16.1% 9.2%

1,463 452 20

25.5% 7.9% 0.3%

2015年度 上段［該当者人数］ 下段［構成割合］

正常レベル 保健指導が
必要なレベル

病院で診察を受けた
ほうが良いレベル

治療をする必要が
あるレベル

空腹時血糖：
110㎎/dl未満又は
HbA1c5.6％未満

血圧：
85/130㎜Hg未満

中性脂肪：
150㎎/dl未満
又はLDL：120未満
又はHDL：40以上

空腹時血糖：
110㎎/dl以上又は
HbA1c5.6％以上

血圧：
85又は130㎜Hg以上

中性脂肪：
150㎎/dl以上
又はLDL：120以上
又はHDL：40未満

空腹時血糖：
126㎎/dl以上又は
HbA1c6.5％以上

血圧：
90又は140㎜Hg以上

中性脂肪：
300㎎/dl未満
又はLDL：140以上
又はHDL：35未満

空腹時血糖：
140㎎/dl以上又は
HbA1c7.0％以上

血圧：
100又は160㎜Hg以上

中性脂肪：
400㎎/dl未満
又はLDL：160以上
又はHDL：30以上

不明

健診データなし
生活習慣病レセプト
なし

合併症はない 合併症に
進行しています

重篤な状態に
なっています

2型糖尿病・高血圧
症・脂質異常症のい
ずれかがあり、合併
症はない状態

生活習慣病があり、
糖尿病性合併症・脳
血管疾患・動脈疾患
・虚血性心疾患があ
る状態

入院を伴う四肢切
断急性期・冠動脈
疾患急性期・脳卒
中急性期、および
透析期の状態

6.1% 14.5% 23.7% 15.7% 9.4% 22.8% 7.5% 0.3%

2016年度 他健保構成割合
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リスク階層が高くなるほど一人あたり医療費が増加

健康課題マップ〈階層別一人あたり医療費〉 ■対象者：被保険者(継続加入者)
■医療費：医科｜調剤

未把握
(健診未受診)

正常
(健康群)

不健康
な生活

患者
予備群

治療
放置群

生活
習慣病

生活機能
の低下

重症化
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ひ
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千
円)

対
象
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人)

2016年度ひとりあたり医療費 2015年度対象人数2015年度ひとりあたり医療費 2016年度対象人数

階層別対象者一人あたり医療費及び人数
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健診未受診者を各パターン別に分類
被扶養者の69.1％は、2年連続健診未受診者で占められている

特定健診〈未把握群のパターン分析〉

未受診背景類推型パターン分析

分類 2015年度
健診

2015年度
所見有無

通院
履歴

被保険者 被扶養者

人数 構成 人数 構成

パターン ① ○ ○ ○ 39 38.2% 102 10.5%

パターン ② ○ ○ × 27 26.5% 67 6.9%

パターン ③ ○ × ○ 6 5.9% 19 2.0%

パターン ④ ○ × × 6 5.9% 26 2.7%

パターン ⑤ × - ○ 21 20.6% 382 39.5%

パターン ⑥ × - × 3 2.9% 372 38.4%

合計 102 968

■対象者：2016年度継続加入者の内、2016年度健診未受診者
■所見定義：特定保健指導域の検査数値
■通院履歴定義：下記いずれかに該当(2016年度内)

・3か月に1回以上の通院有り(医科レセプト全て)
・6ヶ月で生活習慣病の血液検査が1回以上有り
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STEP２ 健康課題の抽出
No. STEP1

対応項目 基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策の方向性 優先すべき
課題

1
特定健診の受診率（H28年度）は、被保険者97.9％、被扶養者62.8％、全体
で86.9％であった。特定保健指導の実施率（H28年度）は被保険者53.7％、
被扶養者21.0％、全体で49.9％であった。いづれも参酌標準は上回っている
が、被扶養者の特定保健指導実施率が低調である。

 被扶養者の特定保健指導は、一部の契約機関に委託している状況であり
、対象者の多くに受講機会を提供し、生活習慣病の重症化を防ぐ。 

2
特定保健指導対象者の変化を見ると、新４０歳が１５名流入していることが
判明した。  これまでも２５歳・３０歳・３５歳の対象者には１日コースのセミナー

を、３９歳の対象者には１年前倒しで特定保健指を実施してきたが、若
い時期からの生活習慣改善
をよりサポートし、特定保健指導対象者への流入を防ぐ。



3
生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症の医療費が最も高い。患者は男
性被保険者が多く、５０代から患者数および受診率が大幅に増加する一方で
、４０代においても一定数存在している。健診結果とレセプトを突合した治
療放置群分析により、通院をしていないハイリスク者が70名いることが判明
した。

 未通院者に対して、早期に治療を受けるよう促す。

4 生活習慣病レセプトを追跡分析した結果、通院を中断している方が１４６名
いることが判明した。  中断をしている理由が本人の判断か、医師の指示かは不明であるが、通

院を促し、本人の判断によって放置することによる重症化を防ぐ。
5 慢性腎臓病（ＣＫＤ）ステージマップとレセプト突合により、ハイリスク者

91名の内、18名が未治療者であることが判明した。  重症化による透析導入など、重症疾患を予防するため早期受診を促す。 

6 平成29年3月の数量割合は67.0％で、他健保と比べ0.4ポイント低く、また3
0年度の目標値である80％達成には13ポイント引き上げる必要がある。  後発医薬品に切替余地がある対象者へ切り替えを促す。

7 問診分析より、男性被保険者の喫煙率は、他健保と比べ低いものの32.2％で
ある。  喫煙者・喫煙率の減少

8 問診分析より、「運動習慣なし」の割合は、他健保と比べ男女ともに高い。  運動習慣のない方への行動変容の促し

9 問診分析より、「取組済み」の構成割合は、他健保と比べ低い。  関心があるが未行動群および無関心層に対し、健康維持管理の必要性を
認識していただくための情報発信（ヘルスリテラシーの向上を図る）

10 40歳未満の被保険者では、生活習慣病関連項目の数値が高い。  20〜30歳代を対象に現在行っている１日コースのセミナーや健康教育
、講習会などの生活習慣改善に繋がる事業プログラムの拡充。

基本情報
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

1
・被保検者は男性の比率が61.2%と高い。年代別被保険者数では、男性被保険者は40歳代が
多く、2,084名で男性被保険者全体の27.6%、女性被保険者は20歳代が多く、1,847名で女性
被保険者全体の38.5%を占める。
・総合健保としては、1名あたりの疾病予防費が比較的高い。

 ・これまで同様、若年者の定期健診に血液検査を取り入れ生活習慣病等の早期対策を図
ることが重要。

ア，イ

ウ

エ，オ，カ，
キ，ク，ケ，
コ，サ

シ

ス

セ

ソ

タ
チ

ツ，テ
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保健事業の実施状況
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

1
・被保険者に比べ、被扶養者の特定健診・指導の実施率が低調である。
・特定保健指導以外は継続的なフォローアップができていない 被扶養者の特定健診・特定保
健指導の実施率が低調である。

 ・特定健診等の被扶養者対策の強化。
・リスクに応じた事業に優先順位をつけて取り組むことが必要。
・重症化予防のため継続したフォローアップの検討が必要、リスクに応じた事業を優先
する。
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STEP３ 保健事業の実施計画

事業の一覧
職場環境の整備
加入者への意識づけ
　保健指導宣伝 　愛信健康管理委員の集い
　保健指導宣伝 　健康管理セミナー
　保健指導宣伝 　機関誌およびすこやかファミリーの配付
　保健指導宣伝 　新入職員健康教室
　保健指導宣伝 　マイヘルスレポートの配付
　保健指導宣伝 　マイヘルスアップキャンペーン
個別の事業
　特定健康診査事業 　特定健康診査（被保険者）
　特定健康診査事業 　特定健康診査（被扶養者）
　特定保健指導事業 　特定保健指導（被保険者）
　特定保健指導事業 　特定保健指導（被扶養者）
　保健指導宣伝 　健康管理推進委員会
　保健指導宣伝 　事務担当者打ち合わせ会
　保健指導宣伝 　ジェネリック医薬品使用促進通知
　保健指導宣伝 　医療費通知
　保健指導宣伝 　受診行動適正化指導
　疾病予防 　定期健診
　疾病予防 　短期人間ドック
　疾病予防 　任継・家族健診補助金
　疾病予防 　婦人科検診補助金
　疾病予防 　がん検診補助金
　疾病予防 　歯科健診
　疾病予防 　インフルエンザ予防接種補助金
　疾病予防 　こころとからだの健康相談
　疾病予防 　健康相談
　疾病予防 　専任医師面接
　疾病予防 　糖尿病重症化予防事業（スマート・ライフ・ステイ）
　疾病予防 　慢性腎臓病重症化予防事業
　疾病予防 　二次検査受診勧奨
　疾病予防 　禁煙サポート事業
　疾病予防 　郵送による大腸がん検診
　体育奨励 　健康づくりセミナー生活改善特別コース
　体育奨励 　野球大会
　体育奨励 　卓球大会
　体育奨励 　ソフトテニス大会
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。

事業全体の目的
1.委託先の拡充および当組合の介入を図り、被扶養者の特定保健指導実施率の向上に努める。
2.若年層の生活習慣病等の改善に繋がる事業プログラムの見直し。
3.慢性腎臓病の重症化を防ぐためハイリスク者との面談等を行い受診勧奨を行う。

事業全体の目標
1.被扶養者の特定保健指導実施率の向上。
2.特定保健指導対象者への流入を防ぐ。
3.ハイリスク者でかつ未治療者の受診勧奨を行い、受診率100％を目指す。
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職場環境の整備
加入者への意識づけ
保
健
指
導
宣
伝

2,5 既
存

愛信健康管理
委員の集い 全て 男女

0
〜
74

被保険
者 ３ ケ,シ - ア,コ - 外部委託しない 500 継続 健康管理についての知識を深める。 該当なし（これまでの経緯等で実施する事業

）

年1回開催(【実績値】1回　【目標値】令和4年度：1回)- -
(アウトカムは設定されていません)

2 既
存

健康管理セミ
ナー 全て 男女

0
〜
74

被保険
者 ３ ケ,シ - ア,コ - 外部委託しない 200 継続 健康管理についての知識を深める。 該当なし（これまでの経緯等で実施する事業

）

年1回開催(【実績値】1回　【目標値】令和4年度：1回)- -
(アウトカムは設定されていません)

2,5 既
存

機関誌および
すこやかファ
ミリーの配付

全て 男女
0

〜
74

被保険
者 ３ ケ - ア - 外部委託しない 21,875 継続 組合事業の周知および健康情報の発信によ

り、健康意識の向上を図る。
該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

全被保険者の配付率(【実績値】100％　【目標値】令和4年度：100％)- -
(アウトカムは設定されていません)

2,5 既
存

新入職員健康
教室 全て 男女

0
〜
74

被保険
者 ２ ケ - ア,コ - 外部委託しない 1,025 継続

新入職員を対象に健保の制度や健康管理に
関する教育を実施し、知識・意識の向上を
図る。

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

年１回開催(【実績値】1回　【目標値】令和4年度：1回)- -
(アウトカムは設定されていません)

2 既
存

マイヘルスレ
ポートの配付 全て 男女

40
〜
74

被保険
者,被扶

養者
３ エ,ケ - ア - 外部委託しない 6,420 継続

自身の健康状態を理解し、医療の必要性や
生活習慣の改善等、ヘルスリテラシーの向
上を図る。

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

対象者への配付率(【実績値】-　【目標値】令和4年度：100％)- メタボリックシンドローム該当者割合(【実績値】11.1％　【目標値】令和4年度：11.9％)-

2 新
規

マイヘルスア
ップキャンペ
ーン

全て 男女
0

〜
74

被保険
者,その

他
３ ア,ケ,シ - ア - 外部委託しない 2,556 継続

当組合の健康課題のひとつである「運動習
慣のない人の割合が高い」という状況を改
善するため「気づき」の機会を提供し、行
動変容を促すことで健康的な生活習慣の定
着を図る。

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

対象者の参加人数(【実績値】-　【目標値】令和4年度：350人)- 適切な運動習慣を有する者の割合(【実績値】21.2％　【目標値】令和4年度：25.0％)-
個別の事業
特
定
健
康
診
査
事
業

3,4

既
存(

法
定)

特定健康診査
（被保険者） 全て 男女

40
〜
74

被保険
者 ３ イ,ケ - ア,キ,コ - 外部委託しない 45,711 継続 生活習慣病の予防・改善のため、未受診者

の把握に努め、受診率向上を図る。

特定健診の受診率（H28年度）は、被保険者9
7.9％、被扶養者62.8％、全体で86.9％であっ
た。特定保健指導の実施率（H28年度）は被
保険者53.7％、被扶養者21.0％、全体で49.9
％であった。いづれも参酌標準は上回ってい
るが、被扶養者の特定保健指導実施率が低調
である。

対象者への通知実施率(【実績値】100％　【目標値】令和4年度：100％)- 特定健診受診率(【実績値】98.7％　【目標値】令和4年度：99.0％)-

3,4

既
存(

法
定)

特定健康診査
（被扶養者） 全て 男女

40
〜
74

被扶養
者 １ イ,ケ - ア,キ,コ - 外部委託しない 13,370 継続 利便性の向上等、受診しやすい環境づくり

に努め、受診率向上を図る。

特定健診の受診率（H28年度）は、被保険者9
7.9％、被扶養者62.8％、全体で86.9％であっ
た。特定保健指導の実施率（H28年度）は被
保険者53.7％、被扶養者21.0％、全体で49.9
％であった。いづれも参酌標準は上回ってい
るが、被扶養者の特定保健指導実施率が低調
である。

対象者への通知実施率(【実績値】100％　【目標値】令和4年度：100％)- 特定健診受診率(【実績値】65.0％　【目標値】令和4年度：68.0％)-

特
定
保
健
指
導
事
業

4

既
存(

法
定)

特定保健指導
（被保険者） 全て 男女

39
〜
74

被保険
者 ３ ケ - ア,キ,コ - 外部委託しない 14,672 継続 保健指導を通して行動変容を促し、メタボ

からの脱却を図る。

特定健診の受診率（H28年度）は、被保険者9
7.9％、被扶養者62.8％、全体で86.9％であっ
た。特定保健指導の実施率（H28年度）は被
保険者53.7％、被扶養者21.0％、全体で49.9
％であった。いづれも参酌標準は上回ってい
るが、被扶養者の特定保健指導実施率が低調
である。
特定保健指導対象者の変化を見ると、新４０
歳が１５名流入していることが判明した。

対象者の指導実施率(【実績値】50.0％　【目標値】令和4年度：55.8％)- 情報提供への推移率(【実績値】31.9％　【目標値】令和4年度：34.0％)-

予
算
科
目

注1)
事業
分類

新
規
既
存

注2)
事業名

対象者 注3)
実施
主体

注4)
プロセス

分類
実施方法

注5)
ストラク

チャー
分類

実施体制 外部委託先 予算額
(千円) 実施計画 事業目標 健康課題との関連対象

事業所 性別 年
齢 対象者

アウトプット指標 アウトカム指標
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4

既
存(

法
定)

特定保健指導
（被扶養者） 全て 男女

40
〜
74

被扶養
者 １ ケ - ア,キ,コ - 外部委託しない 1,494 継続 保健指導を通して行動変容を促し、メタボ

からの脱却を図る。

特定健診の受診率（H28年度）は、被保険者9
7.9％、被扶養者62.8％、全体で86.9％であっ
た。特定保健指導の実施率（H28年度）は被
保険者53.7％、被扶養者21.0％、全体で49.9
％であった。いづれも参酌標準は上回ってい
るが、被扶養者の特定保健指導実施率が低調
である。
特定保健指導対象者の変化を見ると、新４０
歳が１５名流入していることが判明した。

指導対象者の指導実施率(【実績値】18.5％　【目標値】令和4年度：23.1％)- 情報提供への推移率(【実績値】40％　【目標値】令和4年度：42.0％)-
保
健
指
導
宣
伝

1 既
存

健康管理推進
委員会 全て 男女

0
〜
74

被保険
者 ３ シ - ア,コ - 外部委託しない 464 継続 組合事業の周知および検討をするとともに

事業所との連携を深める。
該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

年間４回開催(【実績値】4回　【目標値】令和4年度：4回)- -
(アウトカムは設定されていません)

1 既
存

事務担当者打
ち合わせ会 全て 男女

0
〜
74

被保険
者 １ シ - ア,コ - 外部委託しない 100 継続 事業所担当者を対象に組合事業の周知と情

報交換を図る。
該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

年間1回開催(【実績値】2回　【目標値】令和4年度：1回)- -
(アウトカムは設定されていません)

7 既
存

ジェネリック
医薬品使用促
進通知

全て 男女
0

〜
74

被保険
者,被扶

養者
３ キ,ク - ア - 外部委託しない 1,210 継続 ジェネリック医薬品の使用率を高め医療費

適正化を図る。
平成29年3月の数量割合は67.0％で、他健保と
比べ0.4ポイント低く、また30年度の目標値で
ある80％達成には13ポイント引き上げる必要
がある。

効果見込者への通知(【実績値】19％　【目標値】令和4年度：100％)- 後発医薬品への切替率(【実績値】76％　【目標値】令和4年度：80％)-

2 既
存 医療費通知 全て 男女

0
〜
74

被保険
者,被扶

養者 ３ ケ - ア - 外部委託しない 1,560 継続 医療費に関する認識の向上を図る。 該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

毎月（年間12回）のお知らせ(【実績値】-　【目標値】令和4年度：12回)- -
(アウトカムは設定されていません)

4 既
存

受診行動適正
化指導 全て 男女

0
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ ケ - ア,キ - 外部委託しない 20 継続 重複・頻回受診者数、重複服薬者への指導

を実施し、医療費の適正化を図る。
該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

指導対象者の指導実施率の向上(【実績値】-　【目標値】令和4年度：0人)- 重複・頻回受診者数、重複服薬者数の減少(【実績値】-　【目標値】令和4年度：0人)-

疾
病
予
防

3 既
存 定期健診 全て 男女

0
〜
74

被保険
者 ３ ケ - ア,キ,コ - 外部委託しない 42,256 継続 疾病の早期発見、早期治療を図る。

生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症
の医療費が最も高い。患者は男性被保険者が
多く、５０代から患者数および受診率が大幅
に増加する一方で、４０代においても一定数
存在している。健診結果とレセプトを突合し
た治療放置群分析により、通院をしていない
ハイリスク者が70名いることが判明した。

対象者への通知実施率(【実績値】100％　【目標値】令和4年度：100％)- 健診受診率の向上(【実績値】97.1％　【目標値】令和4年度：98.0％)ー

3 既
存

短期人間ドッ
ク 全て 男女

35
〜
74

被保険
者,被扶

養者
３ ケ,コ - ア,キ,コ - 外部委託しない 198,430 継続

詳細な検査を行うことにより疾病の早期発
見、早期治療を図る。また、各種オプショ
ン検査を推奨し、がん検診受診率向上を図
る。

生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症
の医療費が最も高い。患者は男性被保険者が
多く、５０代から患者数および受診率が大幅
に増加する一方で、４０代においても一定数
存在している。健診結果とレセプトを突合し
た治療放置群分析により、通院をしていない
ハイリスク者が70名いることが判明した。

対象者への通知実施率(【実績値】100％　【目標値】令和4年度：100％)- 受診率の向上（被保険者・被扶養配偶者）　(【実績値】67.4％　【目標値】令和4年度：67.9％)-

3 既
存

任継・家族健
診補助金 全て 男女

35
〜
74

被保険
者,被扶

養者
３ ケ - ア,キ,コ - 外部委託しない 5,761 継続 疾病の早期発見、早期治療を図る。

生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症
の医療費が最も高い。患者は男性被保険者が
多く、５０代から患者数および受診率が大幅
に増加する一方で、４０代においても一定数
存在している。健診結果とレセプトを突合し
た治療放置群分析により、通院をしていない
ハイリスク者が70名いることが判明した。

対象者への通知実施率(【実績値】100％　【目標値】令和4年度：100％)- 通知者の受診率（任継、家族健診・共同巡回健診）(【実績値】15.8％　【目標値】令和4年度：16.8％)-

予
算
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3 既
存

婦人科検診補
助金 全て 女性

20
〜
74

被保険
者 ３ ケ - ア,キ,コ - 外部委託しない 1,150 継続 乳がん、子宮がん等婦人科特有の疾病の早

期発見、早期治療を図る。

生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症
の医療費が最も高い。患者は男性被保険者が
多く、５０代から患者数および受診率が大幅
に増加する一方で、４０代においても一定数
存在している。健診結果とレセプトを突合し
た治療放置群分析により、通院をしていない
ハイリスク者が70名いることが判明した。

対象者への通知実施率(【実績値】100％　【目標値】令和4年度：100％)- 通知者の受診率(【実績値】7％　【目標値】令和4年度：9％)-

3,4 既
存

がん検診補助
金 全て 男女

35
〜
74

被扶養
者 ３ イ,ケ,サ - ア,キ - 外部委託しない 100 継続 各種がん等の早期発見・早期治療を図ると

ともに、特定健診データの収集を行う。

生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症
の医療費が最も高い。患者は男性被保険者が
多く、５０代から患者数および受診率が大幅
に増加する一方で、４０代においても一定数
存在している。健診結果とレセプトを突合し
た治療放置群分析により、通院をしていない
ハイリスク者が70名いることが判明した。

対象者への周知(【実績値】-　【目標値】令和4年度：1回)- 通知者の受診件数(【実績値】13件　【目標値】令和4年度：19件)-

3,4 既
存 歯科健診 全て 男女

0
〜
74

被保険
者 ３ ウ,ク,ケ - ア,キ,コ - 外部委託しない 18,780 継続 齲蝕の予防、早期発見および口腔ケアの促

進を図る。
該当なし（これまでの経緯等で実施する事業
）

受診勧奨率(【実績値】-　【目標値】令和4年度：100％)- 要受診者の受診率向上(【実績値】-　【目標値】令和4年度：60％)-

3 既
存

インフルエン
ザ予防接種補
助金

全て 男女
0

〜
74

被保険
者,被扶

養者
３ ケ - ア,キ,コ - 外部委託しない 23,000 継続 罹患時の重症化を防ぐことを目的とする。 該当なし（これまでの経緯等で実施する事業

）

補助対象者の接種率向上(【実績値】59.7％　【目標値】令和4年度：62.0％)- 重症患者数(【実績値】0人　【目標値】令和4年度：0人)-

5,6 既
存

こころとから
だの健康相談 全て 男女

0
〜
74

被保険
者,被扶

養者
３ ケ - ア,ケ,コ - 外部委託しない 2,932 継続 利用者の悩みの解決や心身の安定を図る。 該当なし（これまでの経緯等で実施する事業

）

機関誌掲載数(【実績値】5回　【目標値】令和4年度：6回)- -
(アウトカムは設定されていません)

4,6
既
存 健康相談 全て 男女

0
〜
74

被保険
者 ３ ク,ケ - ア,キ,コ - 外部委託しない 4,080 継続 健康の保持、増進、生活習慣の改善を促し

、適切な医療へ導く。
生活習慣病レセプトを追跡分析した結果、通
院を中断している方が１４６名いることが判
明した。

対象者通知率(【実績値】100％　【目標値】令和4年度：100％)- -
(アウトカムは設定されていません)

4,6 既
存 専任医師面接 全て 男女

0
〜
74

被保険
者 ３ ク,ケ - ア,ウ,キ,コ - 外部委託しない 7,200 継続 健康の保持、増進、生活習慣の改善を促し

、適切な医療へ導く。
慢性腎臓病（ＣＫＤ）ステージマップとレセ
プト突合により、ハイリスク者91名の内、18
名が未治療者であることが判明した。

面接対象者通知率(【実績値】100％　【目標値】令和4年度：100％)- 面接実施率(【実績値】54.2％　【目標値】令和4年度：59.0％)-

4 既
存

糖尿病重症化
予防事業（ス
マート・ライ
フ・ステイ）

全て 男女
0

〜
74

被保険
者 １ オ,ケ - ア,ケ,コ - 外部委託しない 840 継続 生活習慣の改善を図り、糖尿病、合併症等

の重症化を防止する。
慢性腎臓病（ＣＫＤ）ステージマップとレセ
プト突合により、ハイリスク者91名の内、18
名が未治療者であることが判明した。

対象者への通知実施率(【実績値】100％　【目標値】令和4年度：100％)- 指導実施完了者の検査値改善率(【実績値】-　【目標値】令和4年度：94％)-

4 既
存

慢性腎臓病重
症化予防事業 全て 男女

0
〜
74

被保険
者,被扶

養者
３ エ,ク,シ - ア - 外部委託しない 300 継続

将来、人工透析を必要とする末期腎不全や
高度医療を必要とする脳卒中や心筋梗塞を
発症する可能性がある方に対して重症化を
防止する。

慢性腎臓病（ＣＫＤ）ステージマップとレセ
プト突合により、ハイリスク者91名の内、18
名が未治療者であることが判明した。

対象者への通知実施率(【実績値】-　【目標値】令和4年度：100％)- 勧奨後の受診率(【実績値】-　【目標値】令和4年度：37％)-

4 既
存

二次検査受診
勧奨 全て 男女

0
〜
74

被保険
者 １ イ,キ - ア,キ,ケ - 外部委託しない 802 継続 受診を促し、疾病の早期発見・早期治療を

図る。

生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症
の医療費が最も高い。患者は男性被保険者が
多く、５０代から患者数および受診率が大幅
に増加する一方で、４０代においても一定数
存在している。健診結果とレセプトを突合し
た治療放置群分析により、通院をしていない
ハイリスク者が70名いることが判明した。

対象者への受診勧奨通知率(【実績値】100％　【目標値】令和4年度：100％)- 健診異常値放置者数の減少(【実績値】1,168人　【目標値】令和4年度：1,100人)-

5 新
規

禁煙サポート
事業 全て 男女

20
〜
74

被保険
者 １ ケ - ア,キ,コ - 外部委託しない 50 継続 被保険者の健康増進及び疾病予防、受動喫

煙を防止する。
問診分析より、男性被保険者の喫煙率は、他
健保と比べ低いものの32.2％である。

対象者への周知(【実績値】-　【目標値】令和4年度：1回)- 被保険者の喫煙率(【実績値】-　【目標値】令和4年度：20.1％)-

3 新
規

郵送による大
腸がん検診 全て 男女

35
〜
74

被保険
者 ３ ウ - ア,キ - 外部委託しない - 当該年度の健診で便潜血検査未実施者に対し自宅に検査キットを郵送し実施する。 大腸がんの早期発見をめざす。 該当なし（これまでの経緯等で実施する事業

）
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対象者への通知実施率(【実績値】-　【目標値】令和4年度：100％)- 検診実施率の向上(【実績値】-　【目標値】令和4年度：30％)-

体
育
奨
励

5 既
存

健康づくりセ
ミナー生活改
善特別コース

全て 男女
25
〜
35

被保険
者 ３ ケ - ア,ケ,コ - 外部委託しない 3,500 継続 生活習慣の改善を図り、将来的に特定保健

指導対象者への流入を防止する。

特定保健指導対象者の変化を見ると、新４０
歳が１５名流入していることが判明した。
問診分析より、「取組済み」の構成割合は、
他健保と比べ低い。
40歳未満の被保険者では、生活習慣病関連項
目の数値が高い。

対象者の受講率(【実績値】92％　【目標値】令和4年度：94％)- -
(アウトカムは設定されていません)

8 既
存 野球大会 全て 男女

0
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 ３ ケ - ア - 外部委託しない 1,400 継続 被保険者の健康保持・増進を図る。 問診分析より、「運動習慣なし」の割合は、

他健保と比べ男女ともに高い。

年１回開催(【実績値】1回　【目標値】令和4年度：1回)- -
(アウトカムは設定されていません)

8 既
存 卓球大会 全て 男女

0
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 ３ ケ - ア - 外部委託しない 927 継続 被保険者の健康保持・増進を図る。 問診分析より、「運動習慣なし」の割合は、

他健保と比べ男女ともに高い。

年1回開催(【実績値】1回　【目標値】令和4年度：1回)- -
(アウトカムは設定されていません)

8 既
存

ソフトテニス
大会 全て 男女

0
〜（

上
限
な
し）

被保険
者 ３ ケ - ア - 外部委託しない 412 継続 被保険者の健康保持・増進を図る。 問診分析より、「運動習慣なし」の割合は、

他健保と比べ男女ともに高い。

年1回開催(【実績値】1回　【目標値】令和4年度：1回)- -
(アウトカムは設定されていません)

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) 事業名の後に「*」がついている事業は共同事業を指しています。
注３) １．健保組合  ２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用  ３．健保組合と事業主との共同事業
注４) ア．加入者等へのインセンティブを付与  イ．受診状況の確認（要医療者・要精密検査者の医療機関受診状況）  ウ．受診状況の確認（がん検診・歯科健診の受診状況）  エ．ＩＣＴの活用（情報作成又は情報提供でのＩＣＴ活用など）  オ．専門職による対面での健診結果の説明  カ．他の保険者と共同で集計データを持ち寄って分析を実施

キ．定量的な効果検証の実施  ク．対象者の抽出（優先順位づけ、事業所の選定など）  ケ．参加の促進（選択制、事業主の協力、参加状況のモニタリング、環境整備）  コ．健診当日の面談実施・健診受診の動線活用  サ．保険者以外が実施したがん検診のデータを活用  シ．事業主と健康課題を共有  ス．その他
注５) ア．事業主との連携体制の構築  イ．産業医または産業保健師との連携体制の構築  ウ．専門職との連携体制の構築（産業医・産業保健師を除く）  エ．他の保険者との共同事業  オ．他の保険者との健診データの連携体制の構築  カ．自治体との連携体制の構築  キ．医療機関・健診機関との連携体制の構築  ク．保険者協議会との連携体制の構築

ケ．その他の団体との連携体制の構築  コ．就業時間内も実施可（事業主と合意）  サ．運営マニュアルの整備（業務フローの整理）  シ．人材確保・教育（ケースカンファレンス∕ライブラリーの設置）  ス．その他
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STEP４-１ 事業報告
事業の一覧
職場環境の整備
加入者への意識づけ

1 愛信健康管理委員の集い
2 健康管理セミナー
3 機関誌およびすこやかファミリーの配付
4 新入職員健康教室
5 マイヘルスレポートの配付
6 マイヘルスアップキャンペーン

個別の事業
1 特定健康診査（被保険者）
2 特定健康診査（被扶養者）
3 特定保健指導（被保険者）
4 特定保健指導（被扶養者）
5 健康管理推進委員会
6 事務担当者打ち合わせ会
7 ジェネリック医薬品使用促進通知
8 医療費通知
9 受診行動適正化指導

10 定期健診
11 短期人間ドック
12 任継・家族健診補助金
13 婦人科検診補助金
14 がん検診補助金
15 歯科健診
16 インフルエンザ予防接種補助金
17 こころとからだの健康相談
18 健康相談
19 専任医師面接
20 健康づくりセミナー生活改善特別コース
21 糖尿病重症化予防事業（スマート・ライフ・ステイ）
22 慢性腎臓病重症化予防事業
23 二次検査受診勧奨
24 野球大会
25 卓球大会
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26 ソフトテニス大会
27 禁煙サポート事業
28 郵送による大腸がん検診
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【 保健事業の基盤 】職場環境の整備
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愛信健康管理委員の集い

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

【 保健事業の基盤 】加入者への意識づけ
1 事業名

健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画
2,5-ア,5-イ,5-ウ,5-エ,5-オ,5-
キ 実施主体 計

画
３．健保組合と事業主との共同
事業 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績

2, 5-ア, 5-イ, 5-ウ, 5-エ, 5-オ, 
5-キ

実
績

３．健保組合と事業主との共同
事業

共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ,シ 実施方法 計

画 - 予算額 500千円
実
績 ケ,シ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,コ 実施体制 計

画 - 決算額 176 千円
実
績 ア,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
健康管理についての知識を深める。

アウトプット指標  年1回開催（【平成29年度末の実績値】1回【計画値/実績値】令和4年度：1回/1回　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）

継続

実施状況・時期  新型コロナウイルス感染症の影響により中止。代替事業として、オンラインによる健康セミナーを開催。参加者２９３名（アンケート回答者）
成功・推進要因  健康管理委員以外の多くの職員が視聴でき、時間、場所に縛られずに実施できた。
課題及び阻害要因  -
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健康管理セミナー

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

2 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 2 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績 2 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ,シ 実施方法 計

画 - 予算額 200千円
実
績 ケ,シ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,コ 実施体制 計

画 - 決算額 167 千円
実
績 ア,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）

継続

実施状況・時期
 
出席者　２６名
講演　健康寿命と栄養　〜食事で健康寿命を延ばせる〜
講師　下方　浩史先生

成功・推進要因  愛知県信用金庫協会と共催し円滑に実施。
課題及び阻害要因  -
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機関誌およびすこやかファミリーの配付

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

健康管理についての知識を深める。

アウトプット指標  年1回開催（【平成29年度末の実績値】1回【計画値/実績値】令和4年度：1回/1回　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

3 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 2,5-キ 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績 2, 5-キ 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 21,875千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア 実施体制 計

画 - 決算額 21,986 千円
実
績 ア 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）

継続

実施状況・時期  年6回、奇数月に発行
成功・推進要因  すこやかファミリーと併せて自宅に送付することで、多くの情報を加入者に発信し健康意識の向上を図る。
課題及び阻害要因  加入者が必要とする最新記事や情報を提供する。
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新入職員健康教室

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

評価 ５．100%
事業目標
組合事業の周知および健康情報の発信により、健康意識の向上を図る。

アウトプット指標  全被保険者の配付率（【平成29年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

4 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 2,5-ア 実施主体 計
画 ２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績 2, 5-ア 実

績 ２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 1,025千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,コ 実施体制 計

画 - 決算額 662 千円
実
績 ア,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）

継続
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マイヘルスレポートの配付

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  40 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
新入職員を対象に健保の制度や健康管理に関する教育を実施し、知識・意識の向上を図る。

アウトプット指標  年１回開催（【平成29年度末の実績値】1回【計画値/実績値】令和4年度：1回/1回　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

5 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 2 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績 2 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  40 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

注2)プロセス分
類

計
画 エ,ケ 実施方法 計

画 - 予算額 6,420千円
実
績 エ,ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア 実施体制 計

画 - 決算額 5,361 千円

実施状況・時期
 
受講者
16事業所　428人

成功・推進要因  事業主の協力を得られ円滑に実施。
課題及び阻害要因  -

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）
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マイヘルスアップキャンペーン

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,その他

実
績 ア 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
自身の健康状態を理解し、医療の必要性や生活習慣の改善等、ヘルスリテラシーの向上を図る。

アウトプット指標  対象者への配付率（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  メタボリックシンドローム該当者割合（【平成29年度末の実績値】11.1％【計画値/実績値】令和4年度：11.9％/12.0％　【達成度】99.2%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

6 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 2 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 新規

実
績 2 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,その他

注2)プロセス分
類

計
画 ア,ケ,シ 実施方法 計

画 - 予算額 2,556千円
実
績 ア,ケ,シ 実

績 -

継続

実施状況・時期  対象者を40歳以上偶数歳の被保険者および40歳以上偶数歳の人間ドックを受診の被扶養者に発行。
成功・推進要因  健診結果をもとに各々の健康状態に合わせた情報提供をし、健康に対する関心と理解を深める。
課題及び阻害要因  -

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）
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注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア 実施体制

計
画 - 決算額 2,177 千円

実
績 ア 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
当組合の健康課題のひとつである「運動習慣のない人の割合が高い」という状況を改善するため「気づき」の機会を提供し、行動変容を促すことで健康的な生活習慣の定着を図る。

アウトプット指標  対象者の参加人数（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：350人/1,681人　【達成度】480.3%）-[-] 
アウトカム指標  適切な運動習慣を有する者の割合（【平成29年度末の実績値】21.2％【計画値/実績値】令和4年度：25.0％/23.8％　【達成度】95.2%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

継続

実施状況・時期  運動習慣の定着や生活習慣を改善するきっかけとして、健康づくりプログラムの実施。
成功・推進要因  組合の課題である「運動習慣のない人の割合が高い」を少しでも解消する。
課題及び阻害要因  -
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特定健康診査（被保険者）

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  40 〜 74 対象者分類  被保険者

【個別の事業】
1 事業名

健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 3-ア,4-オ 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 特定健康診査事業 新規・既存区分 既存(法定)

実
績 3-ア, 4-オ 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  40 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 イ,ケ 実施方法 計

画 - 予算額 45,711千円
実
績 イ,ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 43,083 千円
実
績 ア,キ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
生活習慣病の予防・改善のため、未受診者の把握に努め、受診率向上を図る。

アウトプット指標  対象者への通知実施率（【平成29年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  特定健診受診率（【平成29年度末の実績値】98.7％【計画値/実績値】令和4年度：99.0％/99.3％　【達成度】100.3%）-[-] 

外部委託先

計
画 外部委託しない

特定健診の受診率（H28年度）は、被保険者97.9％、被扶養者62.8％、全体で86.9％であった。特定保健指導の実施率（H28年度）は被保険者53.7％、
被扶養者21.0％、全体で49.9％であった。いづれも参酌標準は上回っているが、被扶養者の特定保健指導実施率が低調である。

継続

実施状況・時期  受診者数　5,828名
成功・推進要因  事業主が行う法定健診と併せ、協力して実施できた。
課題及び阻害要因  -
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特定健康診査（被扶養者）

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  40 〜 74 対象者分類  被扶養者

外部委託先
実
績 委託の有無 外部委託しない

2 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 3-ア,4-オ 実施主体 計
画 １．健保組合 予算科目 特定健康診査事業 新規・既存区分 既存(法定)

実
績 3-ア, 4-オ 実

績 １．健保組合
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  40 〜 74 対象者分類  被扶養者

注2)プロセス分
類

計
画 イ,ケ 実施方法 計

画 - 予算額 13,370千円
実
績 イ,ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 11,868 千円
実
績 ア,キ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標

特定健診の受診率（H28年度）は、被保険者97.9％、被扶養者62.8％、全体で86.9％であった。特定保健指導の実施率（H28年度）は被保険者53.7％、
被扶養者21.0％、全体で49.9％であった。いづれも参酌標準は上回っているが、被扶養者の特定保健指導実施率が低調である。

継続

実施状況・時期  受診者数　1,598名
成功・推進要因  事業所経由で案内を送付。
課題及び阻害要因  利便性を考慮し受診しやすい環境を整える。
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特定保健指導（被保険者）

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  39 〜 74 対象者分類  被保険者

利便性の向上等、受診しやすい環境づくりに努め、受診率向上を図る。

アウトプット指標  対象者への通知実施率（【平成29年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  特定健診受診率（【平成29年度末の実績値】65.0％【計画値/実績値】令和4年度：68.0％/71％　【達成度】104.4%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

3 事業名

健康課題との関
連

分類
注1)事業分類 計

画 4-ア 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 特定保健指導事業 新規・既存区分 既存(法定)

実
績 4-ア 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  39 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 14,672千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 13,476 千円
実
績 ア,キ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

特定健診の受診率（H28年度）は、被保険者97.9％、被扶養者62.8％、全体で86.9％であった。特定保健指導の実施率（H28年度）は被保険者53.7％、
被扶養者21.0％、全体で49.9％であった。いづれも参酌標準は上回っているが、被扶養者の特定保健指導実施率が低調である。

特定保健指導対象者の変化を見ると、新４０歳が１５名流入していることが判明した。

継続
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特定保健指導（被扶養者）

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  40 〜 74 対象者分類  被扶養者

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
保健指導を通して行動変容を促し、メタボからの脱却を図る。

アウトプット指標  対象者の指導実施率（【平成29年度末の実績値】50.0％【計画値/実績値】令和4年度：55.8％/45％　【達成度】80.6%）-[実施率が確定していないため見込値を記載] 
アウトカム指標  情報提供への推移率（【平成29年度末の実績値】31.9％【計画値/実績値】令和4年度：34.0％/30％　【達成度】88.2%）-[指標が推移率であるため数値は未定] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

4 事業名

健康課題との関
連

分類
注1)事業分類 計

画 4-ア 実施主体 計
画 １．健保組合 予算科目 特定保健指導事業 新規・既存区分 既存(法定)

実
績 4-ア 実

績 １．健保組合
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  40 〜 74 対象者分類  被扶養者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 1,494千円
実
績 ケ 実

績 -

実施状況・時期
 
初回支援の状況
動機づけ支援236名（64.3％）
積極的支援237名（62％）

成功・推進要因  対象者が集団教室かオンライン指導を選択可能とし、受講しやすい環境を整えた。
課題及び阻害要因  複数回受講や多忙を理由に不参加者が多い。事業所担当者と協力して参加を促す。

特定健診の受診率（H28年度）は、被保険者97.9％、被扶養者62.8％、全体で86.9％であった。特定保健指導の実施率（H28年度）は被保険者53.7％、
被扶養者21.0％、全体で49.9％であった。いづれも参酌標準は上回っているが、被扶養者の特定保健指導実施率が低調である。

特定保健指導対象者の変化を見ると、新４０歳が１５名流入していることが判明した。
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健康管理推進委員会

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 809 千円
実
績 ア,キ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ３．60%以上
事業目標
保健指導を通して行動変容を促し、メタボからの脱却を図る。

アウトプット指標  指導対象者の指導実施率（【平成29年度末の実績値】18.5％【計画値/実績値】令和4年度：23.1％/50％　【達成度】216.5%）-[実施率が確定していないため見込値を記載] 
アウトカム指標  情報提供への推移率（【平成29年度末の実績値】40％【計画値/実績値】令和4年度：42.0％/30％　【達成度】71.4%）-[指標が推移率であるため数値は未定] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

5 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 1-ア 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績 1-ア 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

継続

実施状況・時期
 
初回支援の状況
動機づけ支援42名（60％）
積極的支援15名（50％）

成功・推進要因  実施率を向上させるために委託先の拡大を図る。対象者の保健指導への関心度には差があるため、無関心層の行動変容変化を図る。
課題及び阻害要因  受講率が低調であるため委託先の拡大など工夫が必要。また、各委託先での案内方法に差があるため受講しやすい体制を整える。

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）
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事務担当者打ち合わせ会

注2)プロセス分
類

計
画 シ 実施方法 計

画 - 予算額 464千円
実
績 シ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,コ 実施体制 計

画 - 決算額 343 千円
実
績 ア,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標
組合事業の周知および検討をするとともに事業所との連携を深める。

アウトプット指標  年間４回開催（【平成29年度末の実績値】4回【計画値/実績値】令和4年度：4回/4回　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

6 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 1-ア 実施主体 計
画 １．健保組合 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績 1-ア 実

績 １．健保組合
共同事業 共同事業ではない
事業の内容

継続

実施状況・時期  年4回（5月8月11月1月）開催
成功・推進要因  事業主の協力を得られ円滑に実施。
課題及び阻害要因  -

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）

83



対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

ジェネリック医薬品使用促進通知

対象者 計
画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 シ 実施方法 計

画 - 予算額 100千円
実
績 シ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,コ 実施体制 計

画 - 決算額 109 千円
実
績 ア,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
事業所担当者を対象に組合事業の周知と情報交換を図る。

アウトプット指標  年間1回開催（【平成29年度末の実績値】2回【計画値/実績値】令和4年度：1回/1回　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

7 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 7-ア,7-イ,7-ウ 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

継続

実施状況・時期  年1回（6月）開催
成功・推進要因  事業所担当者を対象に6月に実施。
課題及び阻害要因  -

平成29年3月の数量割合は67.0％で、他健保と比べ0.4ポイント低く、また30年度の目標値である80％達成には13ポイント引き上げる必要がある。
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対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

医療費通知

実
績 7-ア, 7-イ, 7-ウ 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

注2)プロセス分
類

計
画 キ,ク 実施方法 計

画 - 予算額 1,210千円
実
績 キ,ク 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア 実施体制 計

画 - 決算額 1,088 千円
実
績 ア 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
ジェネリック医薬品の使用率を高め医療費適正化を図る。

アウトプット指標  効果見込者への通知（【平成29年度末の実績値】19％【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  後発医薬品への切替率（【平成29年度末の実績値】76％【計画値/実績値】令和4年度：80％/85.5％　【達成度】106.9%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

8 事業名
健康課題との関
連

継続

実施状況・時期
 
年2回差額通知発送
3,446通

成功・推進要因  年2回通知を行い、切り替え効果額を明記しジェネリック処方率の上昇を図る。
課題及び阻害要因  -

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）
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対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

分類
注1)事業分類 計

画 2 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績 2 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 1,560千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア 実施体制 計

画 - 決算額 1,597 千円
実
績 ア 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
医療費に関する認識の向上を図る。

アウトプット指標  毎月（年間12回）のお知らせ（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：12回/12回　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

継続

実施状況・時期  ウェブサイトで医療費通知を掲載し毎月（年12回）閲覧できる
成功・推進要因  ウェブサイトでの閲覧を開始。事業所の手間を軽減できた。
課題及び阻害要因  ウェブサイトへのログイン率が低いため、広報等が必要。
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受診行動適正化指導

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

9 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 4-ク 実施主体 計
画 １．健保組合 予算科目 保健指導宣伝 新規・既存区分 既存

実
績 4-ク 実

績 １．健保組合
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 20千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ 実施体制 計

画 - 決算額 0 千円
実
績 ア,キ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
重複・頻回受診者数、重複服薬者への指導を実施し、医療費の適正化を図る。

アウトプット指標  指導対象者の指導実施率の向上（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：0人/0人　【達成度】0%）-[-] 
アウトカム指標  重複・頻回受診者数、重複服薬者数の減少（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：0人/0人　【達成度】0%）-[-] 

外部委託先

計
画 外部委託しない

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）

継続

実施状況・時期
 
（医科）重複・頻回受診者はがん関連・メンタル関連のみであり指導は実施していない
（歯科）重複受診者112名に通知指導実施

成功・推進要因  事業所経由で指導文書を送付。
課題及び阻害要因  -
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定期健診

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

外部委託先 実
績 委託の有無 外部委託しない

10 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 3-キ 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 3-キ 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 42,256千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 35,794 千円
実
績 ア,キ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標

生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症の医療費が最も高い。患者は男性被保険者が多く、５０代から患者数および受診率が大幅に増加する一方で
、４０代においても一定数存在している。健診結果とレセプトを突合した治療放置群分析により、通院をしていないハイリスク者が70名いることが判
明した。

継続

実施状況・時期
 
受診者数　
4,581名（100％）

成功・推進要因  事業主と協働し円滑に実施。
課題及び阻害要因  -
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短期人間ドック

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  35 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

疾病の早期発見、早期治療を図る。

アウトプット指標  対象者への通知実施率（【平成29年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】102.0%）-[-] 
アウトカム指標  健診受診率の向上（【平成29年度末の実績値】97.1％【計画値/実績値】令和4年度：98.0％/100％　【達成度】102.0%）ー[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

11 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 3-イ 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 3-イ 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  35 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ,コ 実施方法 計

画 - 予算額 198,430千円
実
績 ケ,コ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 200,602 千円
実
績 ア,キ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症の医療費が最も高い。患者は男性被保険者が多く、５０代から患者数および受診率が大幅に増加する一方で
、４０代においても一定数存在している。健診結果とレセプトを突合した治療放置群分析により、通院をしていないハイリスク者が70名いることが判
明した。

継続
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任継・家族健診補助金

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  35 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
詳細な検査を行うことにより疾病の早期発見、早期治療を図る。また、各種オプション検査を推奨し、がん検診受診率向上を図る。

アウトプット指標  対象者への通知実施率（【平成29年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  受診率の向上（被保険者・被扶養配偶者）　（【平成29年度末の実績値】67.4％【計画値/実績値】令和4年度：67.9％/75.9％　【達成度】111.8%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

12 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 3-イ 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 3-イ 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  35 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 5,761千円
実
績 ケ 実

績 -

実施状況・時期
 
受診者数　
被保険者6,443名（84.8％）
被扶養配偶者1,432名（51.7％）

成功・推進要因
申込書を作成し事業主経由で配付。個人負担の軽減、契約機関を拡充し年々受診者が増加している。健診終了後希望者には、当日または後日医師による結果説明を実施。
課題及び阻害要因  被扶養者受診率の向上。

生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症の医療費が最も高い。患者は男性被保険者が多く、５０代から患者数および受診率が大幅に増加する一方で
、４０代においても一定数存在している。健診結果とレセプトを突合した治療放置群分析により、通院をしていないハイリスク者が70名いることが判
明した。
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婦人科検診補助金

対象事業所  全て 性別  女性 年齢  20 〜 74 対象者分類  被保険者

注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 3,946 千円
実
績 ア,キ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
疾病の早期発見、早期治療を図る。

アウトプット指標  対象者への通知実施率（【平成29年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  通知者の受診率（任継、家族健診・共同巡回健診）（【平成29年度末の実績値】15.8％【計画値/実績値】令和4年度：16.8％/14.3％　【達成度】85.1%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

13 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 3-ウ 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 3-ウ 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画

継続

実施状況・時期

 

補助金請求件数
任継健診0件
家族健診197件
共同巡回健診225件

成功・推進要因  事業所経由で案内書を送付。また他健保と共同実施の巡回健診に参加し受診者が増加。
課題及び阻害要因  未受診理由の把握や利便性・経済性の向上。

生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症の医療費が最も高い。患者は男性被保険者が多く、５０代から患者数および受診率が大幅に増加する一方で
、４０代においても一定数存在している。健診結果とレセプトを突合した治療放置群分析により、通院をしていないハイリスク者が70名いることが判
明した。
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がん検診補助金

実
績 対象事業所  全て 性別  女性 年齢  20 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 1,150千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 496 千円
実
績 ア,キ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
乳がん、子宮がん等婦人科特有の疾病の早期発見、早期治療を図る。

アウトプット指標  対象者への通知実施率（【平成29年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  通知者の受診率（【平成29年度末の実績値】7％【計画値/実績値】令和4年度：9％/5％　【達成度】55.6%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

14 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 3-ウ,4-オ 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 3-ウ, 4-オ 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業

継続

実施状況・時期
 
補助金請求件数
120件

成功・推進要因  定期健診時に同時受診できる体制を整えた。
課題及び阻害要因  受診率向上のため新たな対策が必要。

生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症の医療費が最も高い。患者は男性被保険者が多く、５０代から患者数および受診率が大幅に増加する一方で
、４０代においても一定数存在している。健診結果とレセプトを突合した治療放置群分析により、通院をしていないハイリスク者が70名いることが判
明した。
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対象事業所  全て 性別  男女 年齢  35 〜 74 対象者分類  被扶養者

歯科健診

共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  35 〜 74 対象者分類  被扶養者

注2)プロセス分
類

計
画 イ,ケ,サ 実施方法 計

画 - 予算額 100千円
実
績 イ,ケ,サ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ 実施体制 計

画 - 決算額 9 千円
実
績 ア,キ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
各種がん等の早期発見・早期治療を図るとともに、特定健診データの収集を行う。

アウトプット指標  対象者への周知（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：1回/1回　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  通知者の受診件数（【平成29年度末の実績値】13件【計画値/実績値】令和4年度：19件/5件　【達成度】26.3%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

15 事業名
健康課題との関
連
分類

継続

実施状況・時期
 
補助金請求件数
5件

成功・推進要因  がん健診の促進を図る。
課題及び阻害要因  受診率向上のため新たな対策が必要。

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）
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対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

インフルエンザ予防接種補助金

注1)事業分類 計
画 3-エ,4-エ 実施主体 計

画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存
実
績 3-エ, 4-エ 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ウ,ク,ケ 実施方法 計

画 - 予算額 18,780千円
実
績 ウ,ク,ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 11,853 千円
実
績 ア,キ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ３．60%以上
事業目標
齲蝕の予防、早期発見および口腔ケアの促進を図る。

アウトプット指標  受診勧奨率（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  要受診者の受診率向上（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：60％/41.3％　【達成度】68.8%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

16 事業名

継続

実施状況・時期
 
受診者数
4,490名

成功・推進要因  事業主と協働し円滑に実施。受診後に要治療者には受診勧奨を実施。
課題及び阻害要因  受診率低調。ドック受診者が歯科検診のみのために会場に足を運ばない。
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対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 3-カ 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 3-カ 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 23,000千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 16,508 千円
実
績 ア,キ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
罹患時の重症化を防ぐことを目的とする。

アウトプット指標  補助対象者の接種率向上（【平成29年度末の実績値】59.7％【計画値/実績値】令和4年度：62.0％/53.7％　【達成度】86.6%）-[-] 
アウトカム指標  重症患者数（【平成29年度末の実績値】0人【計画値/実績値】令和4年度：0人/0人　【達成度】100%）-[-] 

外部委託先

計
画 外部委託しない

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）

継続

実施状況・時期
 
接種者数
被保険者6,738名（60％）
被扶養者1,529名（36.6％）

成功・推進要因  被保険者、被扶養者1名に対し2,000円を上限とした実費を補助。
課題及び阻害要因  -
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こころとからだの健康相談

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

実
績

委託の有無 外部委託しない

17 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 5-エ,6 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 5-エ, 6 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 2,932千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,ケ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 2,884 千円
実
績 ア,ケ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）

継続

実施状況・時期
 
電話健康相談257件
メンタルヘルスカウンセリング
電話97件　面接6件

成功・推進要因  機関誌に毎回掲載し周知を図る。
課題及び阻害要因  -
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健康相談

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

利用者の悩みの解決や心身の安定を図る。

アウトプット指標  機関誌掲載数（【平成29年度末の実績値】5回【計画値/実績値】令和4年度：6回/5回　【達成度】83.3%）-[-] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

18 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 4-オ,6 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 4-オ, 6 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ク,ケ 実施方法 計

画 - 予算額 4,080千円
実
績 ク,ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 2,197 千円
実
績 ア,キ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

生活習慣病レセプトを追跡分析した結果、通院を中断している方が１４６名いることが判明した。

継続

97



専任医師面接

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
健康の保持、増進、生活習慣の改善を促し、適切な医療へ導く。

アウトプット指標  対象者通知率（【平成29年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

19 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 4-カ,6 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 4-カ, 6 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ク,ケ 実施方法 計

画 - 予算額 7,200千円
実
績 ク,ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,ウ,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 7,200 千円

実施状況・時期
 
健康相談実施数
907名

成功・推進要因  保健師がオンラインまたは各事業所を巡回し個別支援を実施。
課題及び阻害要因  -

慢性腎臓病（ＣＫＤ）ステージマップとレセプト突合により、ハイリスク者91名の内、18名が未治療者であることが判明した。
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健康づくりセミナー生活改善特別コース

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  25 〜 35 対象者分類  被保険者

実
績 ア,ウ,キ,コ

実
績 -

実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
健康の保持、増進、生活習慣の改善を促し、適切な医療へ導く。

アウトプット指標  面接対象者通知率（【平成29年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  面接実施率（【平成29年度末の実績値】54.2％【計画値/実績値】令和4年度：59.0％/52.6％　【達成度】89.2%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

20 事業名

健康課題との関
連

分類
注1)事業分類 計

画 5-ア 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 体育奨励 新規・既存区分 既存

実
績 5-ア 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  25 〜 35 対象者分類  被保険者

継続

実施状況・時期
 
面接実施者数
182名

成功・推進要因  事業主の協力を得られ円滑に実施。未実施者には担当者を経由して勧奨を実施。オンラインを導入したことにより遠方の対象者の参加が増加。
課題及び阻害要因  -

特定保健指導対象者の変化を見ると、新４０歳が１５名流入していることが判明した。

問診分析より、「取組済み」の構成割合は、他健保と比べ低い。

40歳未満の被保険者では、生活習慣病関連項目の数値が高い。
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糖尿病重症化予防事業（スマート・ライフ・ステイ）

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 3,500千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,ケ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 384 千円
実
績 ア,ケ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
生活習慣の改善を図り、将来的に特定保健指導対象者への流入を防止する。

アウトプット指標  対象者の受講率（【平成29年度末の実績値】92％【計画値/実績値】令和4年度：94％/72.4％　【達成度】77.0%）-[-] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

21 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 4-カ 実施主体 計
画 １．健保組合 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 4-カ 実

績 １．健保組合
共同事業 共同事業ではない
事業の内容

継続

実施状況・時期
 
受講者数
55名

成功・推進要因  事業所経由で案内書を発送。事業主の協力により円滑に実施。
課題及び阻害要因  特定保健指導対象者への流入を防ぐため、受講後の継続支援等の検討を行う。

慢性腎臓病（ＣＫＤ）ステージマップとレセプト突合により、ハイリスク者91名の内、18名が未治療者であることが判明した。
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対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

慢性腎臓病重症化予防事業

対象者
計
画

実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 オ,ケ 実施方法 計

画 - 予算額 840千円
実
績 オ,ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,ケ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 126 千円
実
績 ア,ケ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ３．60%以上
事業目標
生活習慣の改善を図り、糖尿病、合併症等の重症化を防止する。

アウトプット指標  対象者への通知実施率（【平成29年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標

指導実施完了者の検査値改善率（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：94％/63％　【達成度】67.0%）-[令和5年受講者7名の効果測定は8月になるため見込値を記載] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

22 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 4-カ 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

継続

実施状況・時期  受講者数　7名　　
成功・推進要因  事業主からの参加の呼びかけや負担金の補助など積極的な周知を実施。
課題及び阻害要因  -

慢性腎臓病（ＣＫＤ）ステージマップとレセプト突合により、ハイリスク者91名の内、18名が未治療者であることが判明した。
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対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

二次検査受診勧奨

実
績 4-カ

実
績 ３．健保組合と事業主との共同事業

共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者,被扶養者

注2)プロセス分
類

計
画 エ,ク,シ 実施方法 計

画 - 予算額 300千円
実
績 エ,ク,シ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア 実施体制 計

画 - 決算額 209 千円
実
績 ア 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
将来、人工透析を必要とする末期腎不全や高度医療を必要とする脳卒中や心筋梗塞を発症する可能性がある方に対して重症化を防止する。

アウトプット指標  対象者への通知実施率（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  勧奨後の受診率（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：37％/42.9％　【達成度】115.9%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

23 事業名

継続

実施状況・時期
 
通知件数
被保険者157名
被扶養者28名

成功・推進要因  慢性腎臓病の疑いのある対象者に受診勧奨を行い、重症化を予防する。
課題及び阻害要因  -
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対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 4-オ 実施主体 計
画 １．健保組合 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 既存

実
績 4-オ 実

績 １．健保組合
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 イ,キ 実施方法 計

画 - 予算額 802千円
実
績 イ,キ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,ケ 実施体制 計

画 - 決算額 208 千円
実
績 ア,キ,ケ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
受診を促し、疾病の早期発見・早期治療を図る。

アウトプット指標  対象者への受診勧奨通知率（【平成29年度末の実績値】100％【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  健診異常値放置者数の減少（【平成29年度末の実績値】1,168人【計画値/実績値】令和4年度：1,100人/1,125人　【達成度】97.8%）-[-] 

生活習慣病を疾病別に分析すると、高血圧症の医療費が最も高い。患者は男性被保険者が多く、５０代から患者数および受診率が大幅に増加する一方で
、４０代においても一定数存在している。健診結果とレセプトを突合した治療放置群分析により、通院をしていないハイリスク者が70名いることが判
明した。

継続

実施状況・時期

 

勧奨件数
1,125名　
令和5年4月末現在の人数
（令和4年4月〜9月健診受診者）

成功・推進要因  事業所経由で通知書を送付。受診をした場合は本人より二次検査結果報告を提出。
課題及び阻害要因  未受診者への対策。
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野球大会

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 （上限なし） 対象者分類  被保険者

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

24 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 8 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 体育奨励 新規・既存区分 既存

実
績 8 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 （上限なし） 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 1,400千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア 実施体制 計

画 - 決算額 1,262 千円
実
績 ア 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標

問診分析より、「運動習慣なし」の割合は、他健保と比べ男女ともに高い。

継続

実施状況・時期  15チームが参加　
成功・推進要因  愛知県信用金庫協会と共催し円滑に実施。
課題及び阻害要因  -
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卓球大会

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 （上限なし） 対象者分類  被保険者

被保険者の健康保持・増進を図る。

アウトプット指標  年１回開催（【平成29年度末の実績値】1回【計画値/実績値】令和4年度：1回/1回　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

25 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 8 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 体育奨励 新規・既存区分 既存

実
績 8 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 （上限なし） 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 927千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア 実施体制 計

画 - 決算額 587 千円
実
績 ア 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

問診分析より、「運動習慣なし」の割合は、他健保と比べ男女ともに高い。

継続
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ソフトテニス大会

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 （上限なし） 対象者分類  被保険者

振り返り

評価 ５．100%
事業目標
被保険者の健康保持・増進を図る。

アウトプット指標  年1回開催（【平成29年度末の実績値】1回【計画値/実績値】令和4年度：1回/1回　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

26 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 8 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 体育奨励 新規・既存区分 既存

実
績 8 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  0 〜 （上限なし） 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 412千円
実
績 ケ 実

績 -

実施状況・時期
 
団体　10チーム
個人　108名
ミックスダブル　18チーム

成功・推進要因  愛知県信用金庫協会と共催し円滑に実施。
課題及び阻害要因  -

問診分析より、「運動習慣なし」の割合は、他健保と比べ男女ともに高い。
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禁煙サポート事業

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  20 〜 74 対象者分類  被保険者

注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア 実施体制 計

画 - 決算額 0 千円
実
績 ア 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ５．100%
事業目標
被保険者の健康保持・増進を図る。

アウトプット指標  年1回開催（【平成29年度末の実績値】1回【計画値/実績値】令和4年度：1回/0回　【達成度】0%）-[新型コロナウイルス感染症の影響により中止したため、実績値なし。] 
アウトカム指標

 
-
(アウトカムは設定されていません)

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

27 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 5-オ 実施主体 計
画 １．健保組合 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 新規

実
績 5-オ 実

績 １．健保組合
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画
実
績 対象事業所  全て 性別  男女 年齢  20 〜 74 対象者分類  被保険者

継続

実施状況・時期  新型コロナウイルス感染症の影響により中止。
成功・推進要因  -
課題及び阻害要因  -

問診分析より、男性被保険者の喫煙率は、他健保と比べ低いものの32.2％である。
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郵送による大腸がん検診

対象事業所  全て 性別  男女 年齢  35 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ケ 実施方法 計

画 - 予算額 50千円
実
績 ケ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ,コ 実施体制 計

画 - 決算額 0 千円
実
績 ア,キ,コ 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ３．60%以上
事業目標
被保険者の健康増進及び疾病予防、受動喫煙を防止する。

アウトプット指標  対象者への周知（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：1回/1回　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  被保険者の喫煙率（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：20.1％/16.3％　【達成度】123.3%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

28 事業名
健康課題との関
連
分類
注1)事業分類 計

画 3-ウ 実施主体 計
画 ３．健保組合と事業主との共同事業 予算科目 疾病予防 新規・既存区分 新規

実
績 1-ア, 2 実

績 ３．健保組合と事業主との共同事業
共同事業 共同事業ではない
事業の内容
対象者 計

画

継続

実施状況・時期  禁煙外来補助金請求件数　0件
成功・推進要因  禁煙成功率の高い「禁煙外来」の受診費用の一部補助を実施し禁煙をサポートする。
課題及び阻害要因  補助金請求件数が少ないため、加入者への周知を強化。

該当なし（これまでの経緯等で実施する事業）
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実
績 対象事業所  全て 性別  女性 年齢  35 〜 74 対象者分類  被保険者

注2)プロセス分
類

計
画 ウ 実施方法 計

画 - 予算額 -千円
実
績 イ 実

績 -
注3)ストラクチ
ャー分類

計
画 ア,キ 実施体制 計

画 - 決算額 131 千円
実
績 ア 実

績 -
実施計画
(令和4年度)

振り返り

評価 ４．80%以上
事業目標
大腸がんの早期発見をめざす。

アウトプット指標  対象者への通知実施率（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：100％/100％　【達成度】100.0%）-[-] 
アウトカム指標  検診実施率の向上（【平成29年度末の実績値】-【計画値/実績値】令和4年度：30％/22.1％　【達成度】73.7%）-[-] 

外部委託先
計
画 外部委託しない

実
績 委託の有無 外部委託しない

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) ア．加入者等へのインセンティブを付与  イ．受診状況の確認（要医療者・要精密検査者の医療機関受診状況）  ウ．受診状況の確認（がん検診・歯科健診の受診状況）  エ．ＩＣＴの活用（情報作成又は情報提供でのＩＣＴ活用など）

オ．専門職による対面での健診結果の説明  カ．他の保険者と共同で集計データを持ち寄って分析を実施  キ．定量的な効果検証の実施  ク．対象者の抽出（優先順位づけ、事業所の選定など）
ケ．参加の促進（選択制、事業主の協力、参加状況のモニタリング、環境整備）  コ．健診当日の面談実施・健診受診の動線活用  サ．保険者以外が実施したがん検診のデータを活用  シ．事業主と健康課題を共有  ス．その他

注３) ア．事業主との連携体制の構築  イ．産業医または産業保健師との連携体制の構築  ウ．専門職との連携体制の構築（産業医・産業保健師を除く）  エ．他の保険者との共同事業  オ．他の保険者との健診データの連携体制の構築  カ．自治体との連携体制の構築
キ．医療機関・健診機関との連携体制の構築  ク．保険者協議会との連携体制の構築  ケ．その他の団体との連携体制の構築  コ．就業時間内も実施可（事業主と合意）  サ．運営マニュアルの整備（業務フローの整理）
シ．人材確保・教育（ケースカンファレンス∕ライブラリーの設置）  ス．その他

当該年度の健診で便潜血検査未実施者に対し自宅に検査キットを郵送し実施する。

実施状況・時期
 
対象者　136名
受診者　30名

成功・推進要因  当該年度の健診時に「便潜血検査」を未実施の35歳以上被保険者に実施。
課題及び阻害要因  -
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